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幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
甚
調

は
じ
め
に

は
じ
め
に

一
、
農
村
疲
弊
の
進
行
と
現
状
認
識

一
一
、
農
政
機
構
の
再
編
と
農
政
の
展
開

い
農
政
機
構
再
編

（
「
哀
年
御
仕
糾
」

（
「
上
支
配
・
分
給
令
」

―
―
-
、
農
政
を
め
ぐ
る
上
級
家
臣
と
の
確
執

結
び
に
か
え
て

幕
藩
体
制
解
体
期
に
お
け
る
幕
府
・
諸
藩
の
改
革
は
、
多
く
の
場
合
、
財
政
危
機
を
直
接
的
契
機
と
し
て
始
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

1

要
な
財
政
基
盤
で
あ
る
年
貢
収
入
の
確
保
を
目
指
し
た
農
村
土
地
政
策
か
改
革
の
―
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
程
度
の
差
こ
そ

あ
れ
、
解
体
し
つ
つ
あ
る
封
建
的
土
地
所
有
の
再
編
強
化
か
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
幕
府
を
初
め
多
く
の
諸
藩
で
は
、
農
民
の
激

目

次

ー

「

均

田

制

」

を

中

心

と

し

て

|

|

梶

原

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調
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―
つ
は
、
従
来
の
研
究
て
は
、
「
均
田
制
」
の
み
か
単
独
に
分
析
さ
れ
て
い
て
、
藩
政
改
革
の
過
程
の
中
で
囚
均
田
制
」
を
把
据
す
る
こ
と

か
卜
分
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
史
の
問
題
点
の
克
服
を
目
指
し
て
、
木
稿
て
は
、
幕
末
竹
賀
藩
四
政
改
革
の
全
貌
を
究
明
し
、
そ
の
中
で
「
均
田
制
」

を
付
買
付
け
て
行
く
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

佐
質
藩
に
お
け
る
農
村
疲
弊
は
、
中
期
以
降
擾
性
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
文
政
・
天
保
期
に
は
そ
の
極
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と

は
、
農
村
疲
弊
の
進
行
を
一
面
で
裏
付
け
る
と
考
え
ら
れ
る
、
地

t
に
よ
る
土
地
集
積
の
様
相
の
検
討
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
と
な
る
ぐ

す
な
わ
ち
、
佐
賀
郡
早
津
礼
津
に
あ
っ
て
藩
の
御
用
商
人
を
勤
め
、
領
内
最
大
の
地
主
で
も
あ
っ
た
弥
富
•
井
手
家
の
場
合
、
同
家
に

残
さ
れ
た

;
-
0通
の

t
地
qi
券
状
の
分
析
か
ら
、
安
水
元
年
か
ら
天
保
十
二
年
ま
で
の
七

0
年
間
に
九
五
町
余
の
土
地
集
積
が
行
な
わ

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
’
)
こ
れ
に
よ
る
と
、
同
家
の
集
積
地
の
六
八
％
に
当
る
六
五
町
余
の
上
地
は
、
文
政
十
一
年
か
ら
入

保

t「
年
の
卜
五
年
間
に
集
積
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
時
期
が
同
家
の
地
主
的
発
展
の
一
大
転
機
て
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

の
は
、

一
、
農
村
疲
弊
の
進
行
と
現
状
認
識

従
っ
て
、
こ
の
「
均
旧
制
」
は
、
椿
未
佐
賀
藩
々
政
改
革
の
研
究
史
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
政
策
で
あ
り
、
藩
政
改
革
の
性
格
を
も

規
定
す
る
も
の
と
し
て
屯
要
視
さ
れ
て
き
た
こ
れ
に
対
し
、

一
部
で
は
、
「
均
田
制
」
は
実
際
に
は
十
分
機
能
し
な
い
し
、
そ
の
施
，
い
範

囲
も
一
部
に
限
ら
れ
る
と
し
て
、
高
く
評
価
す
ぺ
き
で
は
な
い
と
い
う
見
解
も
現
わ
れ
て
い
る
つ
こ
の
よ
う
な
見
解
の
相
違
が
存
在
す
る

―
つ
に
は
、
藩
政
時
代
に
お
け
る
地
方
史
料
が
極
め
て
少
な
く
、
農
村
の
実
態
か
把
握
し
難
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
か
、
も
う

の
再
編
強
化
に
あ
る
程
度
成
功
し
た
特
異
な
例
と
し
て
汁
目
さ
れ
て
き
た
。

し
い
抵
抗
に
よ
り
実
際
に
は
貫
徹
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
C

こ
の
よ
う
な
中
で
、
佐
賀
藩
の
行
な
っ
た
「
均
田
制
」
（
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶

予
令
」
．
「

t
支
配
・
分
給
令
」
）
と
呼
ば
れ
る
農
村
土
地
政
策
は
、
水
戸
藩
の
天
保
検
地
と
と
も
に
、
福
末
期
に
お
い
て
封
建
的

t
地
所
有

烙
木
佐
質
溜
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
屈
調
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第 1表

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

御救金支出内訳

掛り代官所 竃 数 額（島目）

市武代官所 265軒 53017文

上 佐 賀 /9 538,, 1 076” 

JII 副 II 679" 1358 11 

白 石 99 556" 1 1 1 2” 

皿 山 9/ 221 ;' 442 11 

計 2259" 4518 " 

進
’
い
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
Q

［註l 「広渡手控抄録1より作成。

ま
ず
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
背
時
の
佐
賀
藩
の
状
況
と
し
て
、

策
か
行
な
い
得
よ
う
は
す
も
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
多
く
の
町
人
・
百
姓

こ
と
は
、
付
田
の
正
司
家
、
伊
ガ
里
の
松
尾
家
と
い
っ
た
松
浦
郡
の
地
主
の
場
合
も
同
様
で
あ
り
、
佐
買
藩
の
地
主
的
発
展
に
共
通
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
文
政
十
一
年
の
大
風
と
天
保
期
の
打
続
く
天
災
を
契
機
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
反
面
文
政
末
・
大
保
期
の
豊
村
疲
弊
の

こ
の
よ
う
な
呻
辰
村
の
状
況
に
つ
い
て
は
‘
+
[
代
藩
主
直
lE
（
閑
曳
）
襲
封
の
翌
大
保
―
正
＇
九
月
、
「
農
巣
占
御
国
務
之
本
」
と
い
う
意

向
の
下
、
蔵
入
地
極
難
白
姓
に
対
し
、
第

1
表
の
如
き
御
救
か
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

で）

藩
政
担
当
者
に
あ
る
程
度
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
て
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
藩
財

政
は
破
綻
寸
前
の
状
態
に
あ
り
、
且
改
革
派
か
藩
政
を
掌
握
で
き
な
い
段
陛
で
は
、
十
分
な
政

今
l
)

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
て
、
鷹
政
を
中
心
と
し
た
藩
政
建
白
圭
戸
「
案
書
」
か
提
出
さ
れ
て
い

る
。
以
下
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
具
体
的
に
農
村
疲
弊
の
状
況
と
そ
の
認
識
に
つ
い
て
検
吋

し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

は
借
銀
の
利
足
・
加
地
子
米
（
小
作
料
）
及
び
諸
物
価
の
高
騰
に
よ
っ
て
日
常
生
活
さ
え
困
難
な

状
態
に
あ
る
の
に
対
し
、
他
方
に
は
、
上
田
・
上
吊
だ
げ
を
耕
作
し
、
過
分
の
田
地
を
集
積
し

て
加
地
子
米
を
収
納
す
る
大
百
姓
（
地
主
）
と
、
質
犀
・
酒
屋
・
具
服
店
等
種
々
の
商
売
を
兼
業

し
、
世
間
の
利
潤
を
独
占
す
る
舌
家
商
の
存
在
か
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
市
中
・
郷
村
疲
弊
の
根
本
的
原
因
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
商
売
筋
猥
ー
一
有
之
、

H
貧
富

致
懸
隔
」
状
況
に
求
め
ら
れ
、
特
に
大
百
け
・
豪
曲
に
よ
る
墾
断
の
利
に
批
判
の
矛
先
か
向
け

-345-



れ
た
か
を
次
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
厳
罰
主
義
と
御
救
と
い
っ
た
従
来
の
政
策
で
は
根
本
的
問
題
の
解
決
に
至
ら
な
い
こ
と
が
明
確

に
認
識
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
解
決
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
郷
村
は
宿
駅
で
あ
っ
て
も
商
家
の
戸
数
を
制
限
し
、
其
他
の
商
人
・
手
工
業
者
は
漸
次
排
除
し
て
農
業
専
一
の
場
と
す
る
。
さ

ら
に
、
城
下
・
市
中
も
生
来
の
町
人
以
外
は
、
そ
の
在
所
に
立
帰
ら
せ
る
。
そ
の
上
で
、
百
姓
に
対
し
て
は
、
「
限
田
・
均
田
之
古
制
」
に

一
戸
の
持
高
を
漸
次
平
均
に
し
、
商
人
に
対
し
て
も
、
大
身
商
人
の
兼
業
を
禁
止
し
眺
種
を
限
定
す
る
こ
と
が
肝
要
と
主
張
し

て
い
る
。

つ
ま
り
、
農
商
分
離
の
貰
徹
と
、
そ
の
上
で
の
百
姓
に
対
す
る
限
田
・
均
田
、
商
人
に
対
す
る
兼
業
禁
止
・
職
種
限
定
に
よ
る

隙
断
の
利
解
消
と
い
う
復
古
的
政
策
の
必
要
性
か
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
何
よ
り
も
先
に
着
手
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
戸
籍
調
査
に
よ
る
人
別
統
制
強
化
か
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
宗
門
改
を
初
め
と
し
て
下
人
の
動
向
、
鹿
業
統
制
、
風
俗
矯
正
等
、
「
人
之
取
扱
、
上
之
御
心

侭
こ
汀
届
」
と
ま
で
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
案
害
」
に
示
さ
れ
た
、
市
中
・
郷
村
疲
弊
の
根
本
原
因
と
し
て
の
、
地
主
・
豪
鹿
に
よ
る
聾
断
の
利
に
対
す
る
批
判
と
、
こ
れ

を
解
決
す
る
た
め
の
諸
政
策
（
人
別
統
制
強
化
・
農
商
分
離
・
限
田
均
田
政
策
）
は
、
幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
基
本
理
念
と
な
っ
て
行

く
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
農
村
の
状
況
に
対
し
て
藩
は
い
か
な
る
対
応
を
し
た
の
か
、

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

つ
ま
り
、
実
際
の
殷
政
改
革
が
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
ら
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蘇
木
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
桔
凋

(I) 

重
構
造
を
統
一
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
改
革
案
で
あ
る
。

二
、
農
政
機
構
の
再
編
と
農
政
の
展
開

農
政
機
構
再
編

佐
賀
藩
天
保
改
革
は
、
改
革
派
が
藩
政
を
掌
握
し
た
天
保
六
年
よ
り
始
ま
り
、
翌
ヒ
年
ト
ニ
月
、
「
此
節
改
而
御
仕
与
所
相
建
、
本
源
大

楯
之
所
5
屯
―
一
遂
吟
味
候
様
」
と
い
う
よ
う
に
、
仕
組
所
拡
張
以
降
本
格
化
し
て
行
く
。
こ
の
よ
う
な
政
治
情
納
、
及
び
人
保
七
年
の
大
凶

作
等
打
続
く
天
災
に
よ
る
農
村
疲
弊
の
進
行
を
背
景
と
し
て
、
よ
う
や
く
農
政
改
革
が
実
行
に
移
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
最
初
に
着
手
さ
れ
た
の
が
、
農
村
支
配
機
構
の
改
革
で
あ
っ
た
。
天
保
八
年
三
月
に
上
申
さ
れ
た
郡
方
・
代
官
所
改
革
案
が
そ
れ

で
あ
る
。
当
時
の
農
村
支
配
機
構
は
、
三
家
（
三
支
藩
）
・
親
類
・
親
類
同
格
と
呼
ば
れ
る
大
配
分
領
主
か
郡
ご
と
に
引
請
け
て
担
当
す
る

郡
方
（
郡
代
）
〔
第

2
表
参
照
〕
と
、
相
続
方
・
蔵
方
配
下
の
代
官
所
（
存
住
代
官
）
〔
第
1
図
参
照
〕
と
い
う
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
農
村
支
配
機
構
の

こ
れ
に
よ
る
と
、
現
状
で
は
、
「
御
政
事
二
相
懸
候
儀
」
（
教
化
禁
令
・
郷
内
取
締
等
）
を
担
当
す
る
郡
方
と
、
「
雑
務
之
筋
」
（
年
貞
等
の
収
納

筋
）
を
担
当
す
る
代
官
所
に
、
一
見
整
然
と
分
掌
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
内
実
は
双
方
混
乱
し
、
手
数
は
煩
わ
し
く
、
両
役
併
存

の
状
態
で
は
、
郷
内
の
難
渋
は
言
う
に
及
ば
す
、
「
政
・
雑
」
と
も
に
行
届
か
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
、
「
公
事
・
訴
訟
・

調
子
者
等
ー
一
付
、
代
官
所
・
郡
方
之
場
＿
一
而
者
、
不
列
片
釣
之
義
も
難
計
、
或
者
奸
民
共
手
段
を
構
、
邪
曲
之
義
者
取
銹
り
勝
手
宜
方
d
訴
出
、

又
者
郡
方
之
儀
、
農
時
之
緩
急
ー
一
不
拘
、
柳
之
調
子
事
ー
一
も
数
人
引
留
、
一
類
・
与
合
迫
数
日
致
隙
欠
、
或
者
郡
方
警
固
共
毎
＜
郷
内
人
込
候

得
者
、
何
角
及
迷
惑
柳
義
も
有
之
由
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
弊
害
は
郡
ガ
に
多
か
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
打
解
す
る
た
め
に
、
郡
方
は

請
役
所
（
家
老
役
所
）
に
吸
収
し
、
諸
手
当
は
す
べ
て
在
住
代
官
に
任
せ
、
農
村
支
配
機
構
を
一
本
化
し
て
統
一
的
農
政
の
展
間
を
可
能
な

ら
し
め
、
郷
村
の
難
渋
を
緩
和
す
ぺ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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去共=こ溌已母亡心世忠溢8宝翌→中0ヰ写

第2表 郡 代 就 任 状 況

年 次 三根・性父郡 神埼郡 佐嘉郡 小城郡 藤津郡東 藤津郡西 杵島・松浦・彼杵郡 贔来郡

天保 1年 安 房 伯 習 讃 岐

紀伊9”守は^藩 学四郎鹿^ 摂津，，”守r喜掻
美 作 豊 月．l．j 

2. 安 芸 同 上 同 L 
丹波”守藷F 

同 士~ II 

3 伯 菩 讃 岐 土 佐 豊 -肌上へ
” ヽ ヽ ヽ

4. 芙 作 土 佐 讃 岐 ’’ 
II 99 詞 上 " 

5. 安 房 農 月‘’!一J 土 杵 99 II II 芙 作 " 
6, 證 岐 同 上 同 上 II " II ト左衛 I1り

7. 弾 馬 同 上 讃 岐 9/ " ” 同 上 閤 廿ュムlj-

8. 同 上 十左衛門 同 上 ” 
／／ 

" 豊
即．． II ， 土佐（改革により統合） 彦之助 ” II 同 L 9/ 

10. 彦 之 助 弾 馬 II 部 /9 同 上 II 

1 1. 同 上 同 上 ”且II II 松 千 代 II 

1 2. 士． 仇•一 同 I_ 99 同 上 II 

1 3 内 ＂-，1 し l ll 城 ’’ 豊 f~l IJ , " 
14. 弾 馬 讃 岐 " 同 上 99 

弘イt1. 内 記 同 J:-. /9 厄 次 郎 " 
2 同 上 山 城 統丸 同 上

3 弾 馬
同 上 統太郎 松 f 代 石 見

4 内 UニーL！, 
弾 馬 甲斐守 長 門 99 

届↓氷、 1 同 上
芳 狭 ” L 総 孫九郎

2. 
弾 9H,、てJ 

山 城 99 同 上 兵 1車

●ヽ 3 
同 上

I且1 上 加智守 丘． 庫 " II 

＇ 
嘉 永 4. 郡方改革により引請役廃止

100茎
ー

（註〕 「御親類御家老諸役」より作成。



格
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

第 1図 佐賀藩領域及ぴ代官所

ま
た
、
同
年
四
月
に
は
、
従
来
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
、
外
様
の
諸
役
所
を
請
役
所
の
下
に
統
合
す
る
方
針
が
出

さ
れ
、
逐
次
実
行
に
移
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
請
役
所
の
卜
ヘ
の
諸
役
所
統
合
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
の
が
、
同
年
五
月
の
相
続
方
・
蔵
方
改
革
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

(13) 

口
文
政
二
年
以
来
合
併
し
て
「
雑
務
筋
」
（
藩
財
政
の
運
営
）
を
統
轄
し
て
き
た
相
続
方
・
蔵
方
を
解
体
し
、
相
続
方
を
廃
止
し
て
請
役
所

‘
”
,
`
'
`
'
 

｀
”
・
佐
賀
郡

‘、③`

 
ヽ｀
 

9

,

 

•. 

．
 

'

‘

.

,

9

1

1

1

1

 

、
郡
-
.
‘
`

内
に
目
安
方
を
設
置
す
る
。

①市武代官所．②川副代官所
③上佐嘉代官所．④白石代官所
⑤皿山代官所
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そ
し
て
、
七
月
に
は
、
「
請
役
相
談
役
方
御
蔵
方
頭
人
兼
」
と
し
て
成
松
ガ
兵
衛
・
「
請
役
相
談
役
格
ぢ
御
蔵
方
頭
人
立
会
役
兼
」
と
し

814) 

て
中
村
彦
之
允
か
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
、
従
来
詰
役
所
と
は
一
応
独
立
し
た
形
で
行
な
わ
れ
て
い
た
「
雑
務
筋
」
の

こ
と
か
、
請
役
所
の
下
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
村
支
配
機
構
一
九
化
の
一
端
は
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
先
の
郡
方
・
代
官
所
改
革
案
は
す
べ
て
の
条
項
に
わ
た
っ
て
藩
主
の
承
認
を
受
け
る
。
し
か
し
、
大
配
分

か
ら
の
反
発
が
あ
っ
た
た
め
か
な
か
な
か
進
展
せ
ず
、
翌
九
年
八
月
に
再
び
郡
方
・
代
官
所
改
革
案
が
提
出
さ
れ
、
よ
う
や
く
決
定
を
み

る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
郡
方
御
改
正
之
義
、
（
中
略
）
御
国
初
已
来
数
百
年
被
相
行
来
候
ー
ー
付
、
全
体

5
被
相
省
候
通
二
者
難
被
仰
付
、
役
名
者

相
存
候
様
、
今
又
被
仰
出
候
]
と
い
う
こ
と
か
ら
、
郡
方
の
役
名
だ
け
は
残
す
こ
と
が
命
じ
ら
れ
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
新
た
に

t
七
ケ
条

に
及
ぶ
改
革
要
綱
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

日
郡
方
の
統
合
を
行
な
い
、
諸
掟
筋
は
勿
論
、
教
化
禁
令
・
公
事
・
訴
訟
・
調
査
等
郷
内
諸
手
数
は
一
切
代
官
受
持
ち
と
す
る
。
さ
ら

に
、
郷
内
か
ら
の
顧
・
出
訴
等
は
す
べ
て
代
官
扱
い
と
し
、
郡
方
の
取
次
ぎ
は
禁
止
す
る
。

口
郡
方
は
、
非
常
取
締
・
警
衛
・
諸
通
路
方
を
従
来
通
り
受
持
つ
こ
と
と
す
る
。

ロ
「
政
・
雑
」
と
も
に
代
官
一
手
の
受
持
ち
と
な
る
の
で
、
在
住
代
官
を
培
員
し
、
代
官
所
を
増
設
す
る
。
ま
た
、
会
所
内
に
代
官
出

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

口
目
安
方
に
は
、
請
役
附
役
・
銀
方
役
・
蔵
方
附
役
を
兼
帯
と
し
て
付
け
、
「
根
本
御
取
箇
御
遣
合
を
始
、
旅
・
地
方
大
一
鉢
之
御
運
振

其
外
、
雑
務
ー
一
相
掛
候
筋
一
偏
ー
一
取
扱
」
う
こ
と
と
す
る
。

口
蔵
方
は
会
所
内
に
移
し
、
こ
こ
で
「
郷
内
手
配
向
を
始
、
郷
普
請
其
外
」
を
行
な
う
こ
と
と
す
る
。
但
し
、
重
要
な
こ
と
は
請
役
所

の
指
示
を
受
け
、
蔵
方
頭
人
は
清
役
相
談
役
の
兼
帯
と
す
る
。

四
在
住
代
官
等
、
従
来
相
続
方
・
蔵
方
配
下
で
あ
っ
た
役
々
の
改
正
を
行
な
う
。

硲
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
凋
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第3表 代官人事案

幕末佐賀藩における農政の展開とその基調

人 名 役職 前職

本告作右衛門 会所代官 蔵方附役

執行五郎左衛門 横辺田代官 市武代官

石隈徳太夫 市武代官 書上方

小柳忠兵衛 神埼代官 学館教職

原五郎左衛門 与賀代官 町代官

〔註〕 「直正公御年譜地取」巻三、
天保九年八月十六日条より作成。

張
所
を
設
け
て
代
官
一
人
を
置
き
、
諸
筋
か
ら
の
御
用
、
在
住
代
官
所
か
ら
の
上
申
、
裁
許
申
渡
し
其
他
諸
事
受
持
ち
と
す
る
。

四
会
所
代
官
所
内
に
、
寄
日
を
定
め
て
在
住
代
官
に
よ
る
農
政
会
議
の
場
を
設
け
、
諸
事
詮
議
す
る
こ
と
と
す
る
。

田
大
小
配
分
と
も
に
代
官
所
受
持
ち
と
な
る
の
で
、
広
狭
を
勘
案
し
て
管
轄
区
域
の
割
替
を
行
な
い
、
従
来
の
市
武
・
川
副
・
上
佐
嘉

・
白
石
・
皿
山
に
加
え
、
新
た
に
神
崎
・
与
賀
・
横
辺
田
に
代
官
所
を
置
く
こ
と
と
す
る
。

因
従
来
、
郡
方
附
役
が
行
な
っ
て
い
た
「
廻
村
御
掟
読
聞
」
等
は
、
領
中
一
般
懸
り
代
官
が
行
な
う
。

旧
代
官
所
下
役
は
警
固
兼
帯
と
し
、
「
御
捕
者
」
等
も
受
持
つ
こ
と
と
す
る
。
尤
も
、
大
配
分

に
つ
い
て
は
、
代
官
所
か
ら
私
領
方
に
手
当
を
命
じ
、
こ
と
に
よ
っ
て
は
直
に
手
当
を
行

な
う
こ
と
と
す
る
。

こ
の
十
七
ケ
条
に
わ
た
る
要
綱
は
、
第
八
条
の
御
印
帳
改
正
以
外
は
す
べ
て
藩
主
の
承
認
を

(16) 

受
け
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
同
月
付
の
領
中
へ
の
布
達
と
比
較
し
て
み

る
と
、
全
体
と
し
て
若
干
大
配
分
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
こ
の
改
革
要

網
を
踏
襲
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
郡
方
は
名
目
だ
け
は
残
さ
れ
た
も
の
の
、
蔵

入
地
は
言
う
に
及
ば
ず
大
配
分
に
も
及
ぶ
藩
領
全
域
に
わ
た
る
、
農
政
全
般
の
権
限
が
代
官
に

附
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
先
の
改
革
案
が
目
指
し
た
、
郡
方
全
廃
に
よ
る
代
官
所
へ
の
農
村

支
配
機
構
の
一
元
化
と
ま
で
は
行
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
実
質
的
に
は
、
請
役
所
の
下
で
の

代
官
所
へ
の
農
村
支
配
機
構
の
一
元
化
は
実
現
さ
れ
、
従
来
農
政
遂
行
の
障
害
と
な
っ
て
い
た

支
配
機
構
の
二
重
構
造
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
通
達
に
そ
っ
て
、
在
住
代
官
制
は
整
備
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
年
八

月
十
六
日
に
増
員
分
の
代
官
人
事
案
が
発
表
さ
れ
（
第
3
表
参
照
）
、
同
月
二
十
五
日
に
は
郡
方
役
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ま
た
、
同
年
十
一
月
二
十
二
日
に
は
、
新
た
に
代
官
の
職
掌
と
な
っ
た
旧
郡
方
職
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
代
官
中
よ
り
伺
い
の
末
、

(17) 

請
役
所
よ
り
六
ケ
条
の
通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
日
山
方
・
新
地
方
（
支
配
地
）
に
も
、
教
化
禁
令
等
の
統
制
を
行
届
か
せ

る
こ
と
。
口
津
方
統
制
の
た
め
津
別
当
に
代
官
所
出
勤
を
命
じ
、
御
用
請
次
を
行
な
わ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
人
柄
は
代
官
所
の
承
認
を

受
け
る
こ
と
。
口
大
小
配
分
も
代
官
所
の
管
轄
で
あ
る
の
で
、
大
庄
屋
に
代
官
所
出
勤
を
命
じ
て
御
用
請
次
を
行
な
わ
せ
、
そ
の
人
柄
は

で
あ
る
。

米
改
訂
（
第
4
表
参
照
）
、
同
月
二
十
七
日
代
官
助
役
以
下
の
増
員
（
第
5
表
参
照
）
、
十
月
十
日
代
官
役
米
改
訂
（
第
6
表
参
照
）
と
い
う
具
合

〔註〕

第4表 郡方役米改訂

郡 方 名 改訂前 改訂後

佐嘉郡方 300石 200石

杵島郡方 450 400 

三根・養父郡方 統 170 
300 

神埼郡方 ＾ Cl 

250 

「請御意」天保九年｀より作成。

第 5表 代官所役々増員内訳

＼ 助役 手元役 下代 下ツ役着固兼

会 3 人 2 人 10 人

市武” 3 3 人 4 

神埼，＇ 3 8 

上佐嘉 II 3 8 

川副,, 3 8 

与賀 II 3 8 

横辺田＂ 3 8 

白石＂ 3 ， 

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

〔註） 「天保九戌年中日記」より作成。

第 6表 代官役米改訂

役 職 役米 合力米

会所代官 8 石

同助役 3 

在住代官 8 14 石

同助役 3 3 

〔註〕 「請御意」天保九年、より作成。
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幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

代
官
所
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
。
四
寺
社
領
統
制
は
従
来
緩
み
が
ち
で
あ
っ
た
の
で
、
以
後
は
厳
重
に
行
な
う
こ
と
。
田
榔
内
住
居
の
給

人
に
は
、
規
定
通
り
「
給
人
筈
」
を
提
出
さ
せ
、
心
得
違
い
の
な
い
よ
う
手
当
を
行
な
う
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
先
の
改
革
の

方
針
に
そ
っ
て
、
蔵
入
地
・
大
小
配
分
の
み
な
ら
ず
、
山
方
・
新
地
方
・
寺
社
領
を
含
む
領
中
全
般
に
代
官
の
権
限
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

(18) 

こ
の
よ
う
な
、
在
住
代
官
制
整
備
・
強
化
の
過
程
で
代
官
層
よ
り
種
々
の
伺
、
意
見
書
が
仕
組
所
に
上
申
さ
れ
て
お
り
、
農
政
の
実
務

を
任
さ
れ
た
代
官
層
の
改
革
に
対
す
る
熱
意
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
天
保
十
年
十
二
月
、
こ
の
改
革
で
与
賀
代
官

に
抜
擢
さ
れ
た
原
五
郎
左
衛
門
か
ら
、
農
政
建
白
書
た
る
「
郷
内
仕
与
書
」
が
提
出
さ
れ
、
翌
十
一
年
二
月
、
当
時
江
戸
に
あ
っ
た
藩
主

(19) 

直
正
の
許
に
届
け
ら
れ
た
。

こ
の
仕
組
書
は
、
総
論
・
各
論
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
二
通
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
総
論
は
、
「
鳥
ノ
子
帳
」
（
藩
法
）
の
郷
村
掟
よ
り
説

き
起
し
て
、
現
在
の
弊
風
に
立
ち
至
っ
た
所
以
を
略
述
し
、
名
君
直
正
に
よ
る
郡
方
・
代
官
所
改
革
を
機
に
、
年
限
を
立
て
て
農
政
一
切

を
代
官
に
一
任
し
、
根
本
よ
り
改
革
す
べ
し
と
い
う
主
旨
で
あ
り
、
各
論
を
述
べ
た
「
別
紙
」
は
、
「
御
急
評
相
成
不
可
然
儀
二
候
ハ
ヽ
、

徒
ー
一
御
奉
公
申
上
候
而
ハ
其
詮
無
之
ー
ー
付
、
役
方
共
ー
一
遂
御
断
度
相
決
罷
在
候
」
と
い
う
、
非
常
の
決
意
を
以
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
「
別
紙
」
の
内
容
は
、
「
請
役
所
御
蔵
方
伺
書
等
之
手
数
」
ニ
ケ
条
、
「
役
内
之
仕
組
」
十
五
ケ
条
、
「
他
役
筋
二
相
跨
候
ケ
条
」

十
六
ケ
条
に
及
び
、
広
汎
な
内
容
を
持
っ
た
か
な
り
長
文
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
日
郷
内
関
連
の
上
申
は
、
急
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
、
且
文
面
で
は
表
現
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
細
事
は

請
役
相
談
人
・
附
役
へ
随
時
上
申
し
、
重
立
っ
た
こ
と
は
請
役
（
家
老
）
へ
演
説
に
て
直
接
申
上
げ
た
い
の
で
、
其
時
々
に
評
決
を
下
さ
れ

た
き
こ
と
。
口
銀
米
出
人
は
、
御
側
・
外
様
共
に
手
数
繁
多
で
時
日
を
要
す
る
の
で
、
代
官
所
役
内
急
救
料
請
払
だ
け
は
簡
易
に
さ
れ
た

き
こ
と
。

続
い
て
、
役
内
仕
組
に
関
し
て
は
、
農
政
改
革
の
要
綱
と
し
て
次
の
十
項
目
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
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十
二
治
水
利
教
樹
芸
而
、
以
テ
後
世
之
計
を
残

九
一
ー
設
武
備
曲
、
以
戒
非
常

八
ー
一
通
有
無
、

勧
百
丁

し
―
―
厚
蓄
積
而
‘

備
不
慮

一
ー
一
役
割
を
正
mi
、
オ
徳
を
撰

ニ
―
―
明
教
化
血
、

風
俗
を
励
シ

一
三
定
吉
凶
之
礼
義
、
衣
食
住
之
奢
を
減

、
、
（
傍
点
引
用
者
、
以

Flul)

四
月
田
平
耀
而
、
貧
富
を
斉
ソ

五
二
恵
孤
独
救
疾
病
、
以
テ
人
生
を
全
ン

（罰）

」
ハ
ー
一
平
邦
憲
而
、
以
テ
慎
賞
罪

こ
れ
か
行
な
わ
れ
て
始
め
て
改
革
の
大
半
が
行
届
い
た
と
言
い
得
る
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
着
手
す
べ
き
こ
と
は
、
い
代
官
は
役
宅
に
常
住
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
配
ド
ヘ
の
指
―
杢
を
行
な
う
べ
き
こ
と
。

□助

役
は
「
請
郷
」
（
一
郷
委
任
）
の
心
得
と
し
、
一
郷
に
一
ヶ
所
充
出
脹
所
を
設
け
て
常
住
し
、
且
こ
の
出
張
所
を
検
者
方
・
郷
普
請
役
等
出
郷

の
際
の
止
宿
所
と
し
、
農
村
の
難
渋
を
緩
和
す
べ
き
こ
と
。
曰
手
許
役
・
下
役
・
使
前
を
増
員
す
べ
き
こ
と
。
四
郷
内
役
者
へ
の
宛
行
は
、

人
材
登
用
に
も
影
響
す
る
の
で
十
分
行
な
う
べ
き
こ
と
。
田
代
官
は
役
方
専
念
の
た
め
「
組
迦
」
と
す
べ
き
こ
と
。
因
役
内
急
救
料
等
を

(20) 

以
て
、
極
難
者
救
済
・
小
作
人
の
田
地
請
戻
等
の
仕
組
を
立
つ
べ
き
こ
と
。
旧
郷
内
居
住
の
給
人
は
、
郷
内
取
締
上
不
都
合
で
あ
る
の
で
、

一
切
引
払
わ
せ
る
か
、
一
ケ
所
に
集
め
る
よ
う
に
す
べ
き
こ
と
。
囚
郷
内
に
て
の
商
売
は
、
百
姓
困
窮
の
元
と
な
る
の
で
、
再
度
統
制
を(21) 

強
化
す
へ
き
こ
と
。
特
に
、
米
売
買
商
人
・
酒
屋
・
質
屋
・
油
屋
等
は
、
郷
村
の
盛
衰
に
か
か
わ
る
の
で
人
念
に
仕
組
を
立
つ
べ
き
こ
と

叩
賞
罰
は
、
軽
い
も
の
は
役
内
限
り
の
取
扱
い
と
す
べ
き
こ
と
等
々
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

幕
人
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調
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第7表 御救金支出内訳

幕末佐賀藩における農政の展開とその基調

代官所 金 額

市武 550両

神埼 800 

上佐賀 1.100 

JI I副 1. 000 

与賀 1.650 

横辺田 1.100 

白石 800 

諫早 200 

計 7.200 

〔註〕 「（藩日記抜書〕」

（「野中家文書」所収）より作成 p

こ
の
「
郷
内
仕
与
書
」
は
、
実
際
に
農
村
に
居
住
し
て
い
る
在
住
代
官
よ
り
の
建
白
書
ら
し
く
、
農
村
の
実
情
に
あ
っ
た
意
見
が
線
々

(22) 

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
原
五
郎
左
衛
門
の
請
役
所
登
用
と
も
相
ま
っ
て
、
そ
の
後
の
農
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
機
構
改
革
の
方
は
着
実
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
肝
心
の
農
政
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
天
保
十
三

年
三
月
、
仕
組
所
役
々
よ
り
提
出
さ
れ
た
吟
味
書
に
よ
り
、
こ
の
点
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
吟
味
書
は
、
「
当
今
郷
内
之
振
合
殊
之
外

差
詰
、
既
ー
一
竃
を
倒
候
者
不
少
趣
、
其
通
二
而
者
大
総
之
御
田
地
差
明
不
容
易
之
御
場
合
、
委
曲
代
官
逹
出
之
末
、
於
御
仕
組
所
重
畳
吟
味
之

次
第
、
別
紙
之
通
御
座
候
、
」
と
い
う
よ
う
に
、
鼈
を
倒
し
て
離
散
す
る
百
姓
が
多
数
現
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
郷
村
の
疲
弊
が
進
行
し
て
い
る

実
情
が
在
住
代
官
か
ら
報
告
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
仕
組
所
に
お
い
て
評
議
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

を
立
つ
べ
き
こ
と
等
々
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
他
役
筋
に
関
連
す
る
事
柄
に
つ
い
て
も
、
日
庄
屋
・
村
役
同
様
、
宿
別
当
も
年
毎
に
役
内
に
て
任
命
す
べ
き
こ
と
。
口
大
坂

廻
米
・
深
堀
廻
米
の
仕
組
を
再
検
討
す
べ
き
こ
と
。
口
郷
内
夫
料
の
仕
組
を
再
検
討
す
べ
き
こ
と
。
四
検
者
方
・
郷
普
請
方
を
代
官
所
の

直
接
管
轄
下
に
置
く
べ
き
こ
と
。
田
山
方
・
新
地
方
・
寺
社
領
も
代
官
所
の
直
接
支
配
地
と
す
べ
き
こ
と
。
因
下
人
仕
組
・
牛
馬
仕
組
等

そ
の
内
容
は
、
抜
本
的
改
革
の
必
要
性
は
認
識
し
つ
つ
も
、
何
ら
具
体
的
政
策
を

提
ホ
し
得
ず
、
一
時
凌
ぎ
に
別
段
銀
の
内
か
ら
七
二

0
0余
両
を
御
救
金
と
し
て

(23) 

支
出
す
る
と
い
う
、
最
も
安
易
な
方
策
を
決
定
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
第
7
表
参

こ
の
農
村
疲
弊
の
進
行
は
、
郡
方
・
代
官
所
改
革
に
手
間
ど
っ
た
上
に
、
有
効

な
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
の
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
現
状
に
臨
ん
で
も
何
ら
具
体
的
政
策
を
打
ち
出
し
得
な
い
改
革
派

は
、
別
段
銀
支
出
が
参
府
中
の
直
正
の
承
認
を
得
ず
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
と
相

照）。
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第8表藩 政 要 員 更 送 内

容

月 日 人 名 FL~L. J 戦 更送・任命内容

5. 4. 鍋島安房 請役・仕組所等 請役・仕組所罷（免直ちに復晦）

99 井内伝右衛門 請役相談役・仕組所等 役方罷免 （同上）． 
99 鍋島市佑 年寄役 請役所重出勤、諸事申談候様

99 永山十兵衛 側目付・仕組所 請役相談役付役、諸事申談候様

/9 丹羽久左衛門 側目付 蔵方頭人付役、諸事申談候様

99 田中半右衛門 請役付役 手明鑓頭召成、請役相談役格

" 井上孫之允 請役相談役・仕組所 役方罷免

” 成松万兵衛
請役相談役・蔵方頭人

蔵方頭人・仕組所

99 中村彦之允 立請会役役相談・仕役組格所・蔵方頭人 蔵方頭人立会役

5. 20. 原五郎左衛門 与賀代官 請役附役 〔※目安方附役兼帯〕

99 中島文作 皿山代官助役 蔵方附役

99 岡本庄右衛門 目安方

5.23. 牟田口昌左衛門 上佐嘉代官 請役相談役格附役

5.24. 永山十兵衛 喜置顧醤‘請役相談役格

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
牒
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

［註）「直正公御年譜地取」・「私記」より作成。※は、 7月19日条より補足。

い
た
こ
と
を
反
影
し
て
、
在
住
代

i、1
・
‘
|
＇

d
a
T
1
m
-

—
n
-
,
l

が
農
政
の
行
詰
ま
り
に
起
因
し
て

よ
う
に
、
こ
の
藩
政
要
員
の
更
迭

は
、
既
述
の
通
り
て
あ
る
。
こ
の

ま
っ
て
、
そ
の
責
任
を
追
求
さ
れ

山
・
丹
羽
•
田
中
の
藩
政
中
枢
部

登
用
で
あ
る
。
中
で
も
、
丹
羽
と

う
の
は
、
丹
羽
は
皿
山
代
官
の
経

(24) 

験
者
で
あ
り
、
農
村
の
情
勢
に
詳

し
く
「
郷
内
功
者
之
人
」
と
し
て

(25) 

知
ら
れ
て
い
た
。
原
に
つ
い
て

原
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
と
い

へ
の
進
出
、
及
び
原
・
中
島
・
牟

田
口
と
い
っ
た
代
官
所
関
係
者
の

で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
市
佑
・
永

し
た
の
が
第

8
表
で
あ
る
。
こ
こ

要
員
か
更
迭
さ
れ
る
。
こ
れ
を
示

そ
の
た
め
、
五
月
に
は
藩
政
の

る
こ
と
に
な
る
。
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第9表 目安方・蔵方配下役所内訳

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

六
月
、
先
の
改
革
で
会
所
内
に
置
か
れ
て
い
た
蔵
方
が
、
目
安
方
同
様
請
役
所
内
に
移

設
さ
れ
、
農
政
を
す
べ
て
請
役
所
が
直
接
に
統
轄
す
る
体
制
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
。
同

時
に
、
目
安
方
と
蔵
方
の
間
の
莫
然
と
し
た
職
務
分
掌
に
起
因
す
る
、
「
配
下
役
＜
之

儀
、
双
グ
釣
張
手
数
筋
等
手
を
込
候
」
と
い
う
事
態
を
改
め
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
配
下

の
役
局
を
第
9
表
の
通
り
分
割
し
、
そ
の
職
務
分
掌
も
、
目
安
方
は
「
銀
米
出
入
」
等

藩
財
政
運
営
全
般
、
蔵
方
は
諸
代
官
及
び
郷
方
・
郷
普
請
方
・
津
方
・
検
者
方
に
関
係

(26) 

す
る
農
政
全
般
と
明
確
に
区
別
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
年
七
月
に
は
、
再
度
代
官
所
が
増
設
さ
れ
、
そ
の
管
轄
区
域
も
第
10表
の

通
り
改
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
上
佐
嘉
、
横
辺
田
、
白
石
、
藤
津
、

諌
早
代
官
所
の
管
轄
区
域
の
項
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
小
城
領
、
多
久
・
武
雄
領
、
須
古
領
、
鹿
島
・
蓮
池
領
、
諌
早
領
と
い

う
、
従
来
郡
代
を
勤
め
て
き
た
大
配
分
の
直
接
掌
握
の
た
め
に
こ
そ
行
な
わ
れ
た
改
革
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
右
の
三
家
・
親

類
同
格
を
含
む
大
配
分
は
、
法
令
上
で
は
天
保
九
年
の
改
革
で
す
で
に
代
官
所
の
管
轄
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
佐
賀
藩
で
は
、
成
立

期
の
特
殊
事
情
に
由
来
す
る
領
内
割
拠
体
制
の
下
、
強
固
な
地
方
知
行
の
体
現
者
た
る
大
配
分
領
主
が
、
農
政
の
統
轄
者
で
あ
る
郡
代
に

就
任
す
る
と
い
う
構
造
的
矛
盾
が
存
在
し
、
こ
の
た
め
、
実
際
に
は
三
家
を
中
心
と
し
て
改
革
に
対
す
る
反
対
が
強
く
、
十
分
に
は
貫
徹

しない状態が続き、このことが全藩規模での統一的農政を遂行する上で障害となっていた。この改革は、その反対を

請 役 所 内

目安方配下役々 蔵方配下役々

・御印蔵
役目安々 方内へ役所被相建

・代官

・銀蔵 ・船方 ・差分地方 ・郷方

・米蔵 ・手男方・抱夫方 ・郷普請方

•修理方 ・祠堂銀方 ・役米方 •津方

・諸整方 ・献上方 ・引分方 ・検者方

・献米方 ・下銀調子方

・別段引分方

i
1
9
:
1
、
d
‘
•
9
9
9

し

9
9
’
‘.
.
 j
,
r
d
t
 

9
,
・
V
 

1」
-
-
[
-
』
＇
―
」

J̀
,‘i'

〔註〕 「請役所諸達娠写」より作成。

官
経
験
者
等
、
農
村
の
実
情
に
精
通
し
、
農
政
に
明
る
い
人
物
を
組
み
込
ん
だ
形
で
藩

政
中
枢
部
が
再
編
さ
れ
、
そ
の
下
に
在
住
代
官
制
を
施
＜
陣
容
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ

る。
こ
の
人
事
の
上
に
、
さ
ら
に
農
政
機
構
の
改
革
が
進
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
年
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第10表 代官所管轄区分（天保13年 7月）

代官所名 夕巳 轄 区 域 備 考

市武 打追（三根・養父郡）

神埼 神埼里目五郷

上佐嘉 上佐保佐川嘉上島・・下北、•古西勢・五、百中佐丁嘉・三、晴ヶ気月郷・、山小内郷城之内、

山内 神埼山内・佐嘉山内一式 新分上被相佐嘉建候5兼、帯当

JII 副 打追（川副三郷）

与賀 打追 （ 与小城賀郡上南・郷下、、 嘉本庄瀬、、 新鍋庄島、 太保、 平吉郷 ） 

横辺田 三横辺法潟田両郷郷・武・橋雄郷下郷・多・北久方郷郷（多久楊り地を含む）

白石 秀郷・中郷・南郷 （ 隣山西接之は内藤藤津津郡掛）・六角郷・須古郷 当分横辺田6兼

藤津 藤津東西（塩田郷・能込郷・鹿島郷l( 但杵、島郡山西は深白浦石掛辺、 ） 新被相建

皿山 打追（有田・伊万里・山代・川古郷）

諌早 打追（高来・彼杵郡）

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

〔註〕 「請役所諸達飯写」より作成。

み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

を
根
本
よ
り
改
革
す
る
た
め
に
、
「
此
節

御
更
張
有
之
、
眼
前
被
相
逹
候
通
、
御
山

方
・
御
新
地
方
地
面
・
人
別
代
官
5
心
遣

被
仰
付
、
且
又
郷
普
請
・
検
見
手
数
、
津

方
地
面
・
人
別
、
馬
究
手
数
其
外
、
土
地

・
人
民
相
懸
候
義
者
、
都
而
掛
代
官

6
-

手
二
取
括
、
其
役
筋
ハ
大
一
鉢
之
御
法
則

を
不
取
失
通
り
心
遺
相
成
候
様
」
と
い
う

よ
う
に
、
土
地
・
人
民
に
関
す
る
農
政
実

務
全
般
が
代
官
に
一
任
さ
れ
、
そ
の
上
で

「
積
年
多
端
之
弊
害
一
時
御
救
起
」
の
た

め
に
「
御
再
典
銀
米
」
を
支
出
す
る
こ
と

さ
ら
に
、
同
年
八
月
に
は
、
郷
村
疲
弊

統
一
的
農
政
の
展
開
が
可
能
に
な
っ
た
と

と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
に
、
全
藩
規
模
で
の

轄
ド
に
組
み
込
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る

・
親
類
同
格
の
知
行
地
を
も
代
官
所
の
管

押
し
切
っ
て
、
特
に
割
拠
性
の
強
い
三
家
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こ
れ
は
、
従
来
の
「
田
居
付
用
其
外
」
の
支
出
を
廿
め
て
、
紺
年
六
五
―

10石
を
支
出
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
を
「
荒
地
石
高
割
；
＇
」
各

(28) 

代
官
所
に
分
配
し
た
も
の
で
あ
る
（
こ
の
点
を
「
御
物
成
井
銀
御
遺
方
大
目
安
」
に
よ
っ
て
確
認
し
た
も
の
か
第
12表
て
あ
る
）
。
そ
の
他
、
御
側
よ

り
一
万
両
、
物
成
の
内
よ
り
一
ガ
五

0
0
0両
、
叶
春
支
出
分
七
―

=
U（

□両
の
計
一
二
万
ニ
ニ

0
0両
も
「
荒
地
石
高
割
―
/
」
代
官
所
へ
分

配
し
、
郷
村
再
興
用
の
資
金
と
す
る
こ
と
か
決
定
さ
れ
て
い
る
c

さ
ら
に
、
牛
馬
仕
組
以
外
の
「
郷
村
拝
借
銀
米
」
を
す
べ
て
返
済
免
除

と
す
る
と
と
も
に
、
資
金
運
用
は
す
べ
て
代
官
に
任
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
0

ま
た
、
こ
れ
に
続
い
て
、
代
宜
の
直
接
管
轄
と
な
っ
た

第11表 郷村再興米内訳

藉未佐賀藩における農政の展開とその駐凋

代官所名 島畑落米 検見落米 郷村再輿用米

市武 260石6斗 500石3斗 451石7斗

神埼 36. 6 94. 7 257. 7 

山内 70. 6 41. 2 227. 8 

上佐嘉 192. 6 53. 8 813. 0 

JII 副 11. 9 62. 4 1059. 3 

与賀 118. 9 218. 3 1294. 0 

横辺田 149. 3 339. 8 740. 8 

白石 239. 7 619. 7 1080. 4 

藤津 53. 9 8. 4 97. 4 

凍早 79. 7 7. 4 176. 0 

皿山 126. 3 17. 6 331. 4 

計 1340. 8 1964. 1 6530. 0 

［註］「請役所諸達帳写」より作成、但し、升以下切捨。

と
か
決
定
さ
れ
た
。
第
三
は
、
郷
村
再
興
用
米
で
あ
る
。

代
官
所
検
見
の

t
、
検
者
方
に
よ
る
再
検
見
を
行
な
う
こ

落
米
を
差
出
し
、
落
米
見
込
み
が
そ
れ
以
上
の
場
合
は
、

七

0
％
以
内
の
時
は
、
代
官
所
限
り
の
検
見
を
行
な
っ
て

検
見
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
年
々
支
出
し
、
各
代
官
所
に
分

畑
落
米
同
様
の
方
法
て
算
出
さ
れ
た
一
九
六
四
11余
を
、

も
の
て
あ
る
。
第
一
＿
は
、
検
見
落
米
で
あ
る
。
こ
れ
も
島

が
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
第
一
は
、
第

11表
の
島
畑
落
米
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

天
保
八
＼
十
二
年
の
平
均
島
畑
落
米
の
九

0
％
に
当
る

三
四

u石
余
を
向
う
五
年
間
聘
凶
に
拘
わ
ら
す
定
落
と

し
、
過
去
の
落
米
の
割
合
を
以
て
各
代
官
所
に
分
配
し
た

配
し
て
「
肪
備
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し

検
見
か
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
落
米
見
込
み
か
分
配
高
の
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•第12表郷村対策費の推移

年次 諸郷田居付用出切井貧民御救米其外渡

天保11年 定米4銀301石pl14斗5匁．正銀6pl 450目 大配分之内其外極難百姓御再興用

12 米1521石4斗．正13?"230目．定215匁 390石

戸 郷内再興銀米渡 貧民御救米渡 （天保13年） 350石

13 米正6 57 0 石2 00 7石9斗 大配分之内極難百姓御再興用4 ?'目

14 5692石1斗 4石1斗 400石

弘化1 6530石 3石7斗 400石

2 6530石 米,i:61 石pl560斗0目 400石

3 6530石 米守〇8？石杖5 斗 345石

4 6530石 3石4斗 535石

嘉永1 6530石 4石8斗 330石

2 6530石 2石7斗 330石

3 10拓 2斗 330石

4 米音R46夕石2 斗 575石

＼ 御蔵入井大小配分之内極難百姓御再興用

5 3152石7斗

＼ 大小配分之内極難百姓再興用

6 575石

安政l 575石

2 575石

3 1385石

4 1385石

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

〔註） 各年度「御物成井銀御遣方大目安」より作成、但し、凶作時臨時補銀米は含まな

い。なお、定銀とは藩札のことである。
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幕
木
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

――
 

G
“
)
 

検
者
方
・
属
普
請
方
・
馬
究
方
・
山
方
・
新
地
方
・
津
方
等
の
施
行
細
則
が
布
達
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
措
置
は
、
ま
さ
に
天
保
八
年
以
来
進
め
ら
れ
て
き
た
農
村
支
配
機
構
改
革
の
総
仕
上
げ
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

農
政
機
構
一
元
化
の
上
に
、
農
政
全
般
を
在
住
代
官
に
一
任
し
、
さ
ら
に
経
済
的
裏
付
け
を
与
え
た
こ
と
は
、
代
官
が
存
分
に
そ
の
能
力

を
発
揮
て
き
る
体
制
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
ポ
し
て
お
り
、
在
住
代
官
制
の
完
成
と
も
-
-
―
-LJ

い
う
る
も
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
藩
政
首
脳

が
意
図
し
た
通
り
、
こ
の
体
制
の
下
で
農
村
疲
弊
を
根
本
か
ら
改
革
す
る
た
め
の
農
村
政
策
が
展
開
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

（
代
官
）

天
保
十
三
年
八
月
、
郷
内
再
腿
の
命
を
受
け
た
代
官
は
、
「
東
西
類
役
中
申
合
、
農
業
者
之
義
ハ
、
口
副
調
逹
・
相
対
借
銀
・
加
地
子
米

・
講
掛
銀
共
二
、
十
ケ
年
之
間
利
留
メ
/
返
済
差
延
候
様
有
之
度
致
御
達
候
処
、
其
通
り
御
聞
被
罪
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
代
官
中
の
談
合

を
行
な
い
、
そ
の
結
果
諸
借
銀
・
加
地
子
米
十
ケ
年
猶
予
の
方
針
が
立
案
・
上
申
さ
れ
裁
許
を
得
た
こ
と
か
わ
か
る
。
こ
の
点
は
、
後
に

(31) 

皿
山
代
官
と
な
る
鍋
島
新
左
衛
門
の
仕
組
所
宛
上
申
書
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
均
田
制
」
の
端
緒
と
な
っ

(32) 

た
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予
令
」
は
、
郷
村
再
腿
の
命
を
受
け
た
代
官
中
の
談
合
に
よ
っ
て
立
案
さ
れ
、
仕
組
所
に
お
け
る
協
議
の
上
藩

主
の
裁
許
を
受
け
て
決
定
さ
れ
、
代
官
の
手
で
実
行
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
在
住
代
官
制
の
た
ま
も
の
と
も
言
う
べ

き
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
同
年
十
二
月
、
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予
令
」
が
全
蔵
入
地
に
布
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
蔵
入
地
百
姓
の
諸

返
上
銀
米
一
切
を
返
済
免
除
と
し
、
そ
の
上
に
相
対
借
銀
・
加
地
子
米
を
向
う
十
年
間
返
済
猶
予
と
す
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
る

蔵
入
地
百
姓
の
救
済
を

H
的
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
に
蔵
入
地
百
姓
の
自
力
更
生
に
よ
る
郷
村
の
復
輿
を
も
意
図
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予
令
」
は
単
独
に
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
月
に
布
達
さ
れ
た
、
「
家
中
始
百
姓
•
町
人
其

(34) 

外
」
に
対
す
る
「
借
財
整
理
令
」
の
一
環
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
借
財
整
理
令
」
は
ニ
―
一
ケ
条
よ
り
な
っ
て
お
り
、

(2) 

「
寅
年
御
仕
組
」
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そ
の
内
容
は
広
汎
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、
こ
こ
で
は
要
点
の
み
を
上
げ
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
日
貸
付
雑
用
銀
返
済
免
除
、
口
貸
付
祠
堂

銀
利
率
低
減
、
口
寺
社
方
•
町
方
・
武
具
方
返
上
筋
利
留
年
延
、
四
別
段
引
分
方
・
引
分
方
返
上
銀
米
の
残
り
年
限
十
年
延
長
、
田
相
対

借
銀
の
利
留
十
五
ケ
年
賦
、
因
質
物
の
利
足
免
除
等
々
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
借
財
整
理
令
」
第
二
二
条
の
「
御
蔵
人
郷
＜
借

(35) 

財
等
形
付
之
義
者
‘
於
代
官
筋
別
段
被
相
達
義
候
」
に
当
た
る
の
が
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予
令
」
で
あ
り
、
家
中
を
初
め
と
す
る
全
領
民

に
対
す
る
「
借
財
整
理
令
」
の
一
環
と
し
て
、
特
に
蔵
人
地
百
姓
救
済
の
た
め
に
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
幕
末
佐
賀
藩
農
政
上
盾
要
な
意
味
を
も
つ
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予
令
」
の
内
容
を
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
し
て
お
く
こ
と
と

す
る
。
農
政
の
遂
行
は
各
代
官
に
一
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
「
猶
予
令
」
は
、
「
懸
り
／
＼
―
-
而
少
く
充
相
替
候
儀
有
之
」
と
い

う
状
態
に
あ
り
、
「
其
通
二
而
者
不
列
之
処
5
却
而
人
気
折
合
兼
候
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
翌
十
四
年
六
月
、
蔵
方
よ
り
三
七
ケ
条
に
及
ぶ
通

(36) 

達
が
出
さ
れ
、
そ
の
施
行
細
則
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
農
戸
と
雑
戸
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
「
猶
予
令
」
の
対
象
と
な

る
農
戸
の
規
定
は
、
基
本
的
に
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

一
足
軽
以
下
、
農
業
一
篇
之
者

一
倍
臣
歩
行
連
以
下
、
右
同
断

一
下
社
人
、
右
同
断

一
農
家
江
身
売
い
た
し
候
者

一
御
蔵
人
之
者
、
倒
家
二
相
成
、
当
時
配
分
地
ー
一
致
借
家
候
而
も
、
農
業
二
日
雇
稼
之
者

一
農
業
之
隙
二
、
紙
漉
・
家
葺
・
浮
漁
等
相
営
候
者

一
津
・
宿
内
罷
在
候
而
も
、
農
業
一
篇
之
者
者
当
分
農
戸
二
可
相
加
候
事

す
な
わ
ち
、
農
戸
と
は
、
蔵
人
地
百
姓
に
と
ど
ま
ら
ず
、
蔵
入
地
に
お
い
て
農
業
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
下
級
武
士
・
社
人
及

び
津
・
宿
の
者
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調
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幕
未
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

と
貸
借
・
講
の
関
係
に
あ
る
者
で
あ
っ
た
。

ー
配
分
之
内
一
罷
在
候
血
も
、
庄
屋
・
村
役
申
付
置
候
者
者
、
勤
役
中
御
蔵
入
百
姓
同
前
、
依
振
退
役
後
も
打
追
可
申
付
候
巾

一
藤
津
・
諫
州
・
皿

111代
官
懸
り
之
俵
者
、
農
・
雑
之
分
り
出
来
兼
候
由
ー
一
付
、
少
分
―
-lln
も
致
田
作
居
候
者
者
、
農
戸
に
し
て
銀
米
致
取

引
候
様

御
蔵
人
之
百
妍
、
配
分
之
者
相
手
、
携
又
配
分
之
者
、
御
蔵
入
之
者
相
手
、
諸
借
財
井
講
方
共
相
互
＿
一
利
留
拾
ケ
年
致
猶
予
候
様

す
な
わ
ち
、
藤
津
・
諌
早
・
皿
山
の
各
代
官
所
管
内
に
お
け
る
農
業
従
事
者
全
般
、
配
分
地
に
お
け
る
庄
届
・
村
役
及
び
蔵
入
地
の
者

以
卜
が
、
「
猶
予
令
」
の
対
象
と
な
る
が
、
そ
の
凋
査
把
握
の
方
法
は
、
「
御
蔵
入
白
姓
借
財
筋
、
銘
＜
庄
屋
宅
呼
出
取
調
子
、
苫
相
等

い
た
し
小
置
者
ハ
、
心
覚
之
分
申
出
候
を
苔
留
置
、
銀
t

/＼
iI
名
胄
差
出
、
借
入
之
年
月
元
利
払
入
等
ま
て
委
敷
占
付
、
銀
主

5
庄
犀
迄

差
出
候
を
取
揃
、
早
速
代
官
所
差
出
候
様
」
と
い
う
よ
う
に
、
庄
屋
毎
に
債
務
者
百
姓
・
債
権
者
銀
主
双
方
を
調
査
し
、
代
官
所
が
こ
れ

を
統
轄
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
雑
戸
の
者
は
、
農
業
一
篇
と
な
る
こ
と
を
条
件
に
農
戸
に
な
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
も
の
の
、

農
戸
が
雑
戸
に
な
る
こ
と
は
厳
禁
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
「
小
百
奸
之
内
二
も
、
田
畠
増
作
等
い
た
し
度
相
願
候
者
者
、
右
一
紅
崎
之
人
費

凡
積
を
以
願
出
候
様
」

・
「
身
売
之
者
、
立
戻
り
作
方
い
た
し
度
相
願
候
者
者
、
右
一
叶
漏
之
人
費
を
以
願
出
候
様
」
と
い
う
規
定
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
蔵
入
地
百
姓
救
済
策
た
る
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予
令
」
は
、
蔵
人
地
百
姓
確
保
・
増
員
策
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
藩
権
力
が
最
も
危
惧
す
る
の
は
、
究
極
的
に
は
、
蔵
人
地
百
姓
減
少
1
1

田
地
差
明
1
1
年
貞
収
入
減
少
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
時
に
、
「
借
財
整
理
令
」
・
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予
令
」
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
も
、
郷
内
風
俗
取
締
の
強
化
と
そ
の
処
罰

権
限
の
代
官
へ
の
一
任
が
必
要
と
さ
れ
、
こ
れ
を
う
け
て
、
二
五
ケ
条
に
わ
た
っ
て
各
罪
状
毎
に
処
罰
細
則
を
規
定
し
、
そ
の
運
用
を
代

官
に
一
任
す
る
こ
と
か
決
定
さ
れ
た
。
代
官
の
権
限
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
「
諸
借
銀
井
旧
地
子
猶
予
令
」
を
検
討
す
る
場
合
、
そ
の
対
象
を
蔵
人
地
に
限
定
し
、
そ
の
中

そ
の
他
て
、
対
象
と
な
る
者
は
ん
の
通
り
で
あ
る
。
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そ
の
主
な
内
容
は
、
日
自
作
地
主
の
集
積
地
に
関
し
て
は
、
「
年
限
を
以
買
戻
之
約
定
」
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
容
認
し
て
い
る
も
の
の

（
第
六
条
）
、
口
不
在
地
主
に
よ
る
集
積
地
は
、
地
元
相
場
値
段
に
よ
る
元
主
へ
の
返
脚
ま
た
は
購
入
を
希
望
す
る
者
へ
の
売
脚
を
命
じ
（
第

四
条
）
、
口
質
流
地
に
関
し
て
も
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
元
主
が
元
銀
米
で
取
り
戻
す
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
第
八
条
）
。
さ
ら
に
、
四
地

J

こ
で
は
、
「
田
畑
取
遣
」
に
関
す
る
条
々
を
検
討
す
る
。

で
「
猶
予
令
」
が
ど
の
程
度
意
義
を
持
つ
か
と
い
う
議
論
に
終
始
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
猶
予
令
」
は
、
蔵
人
地
を
直
接

の
対
象
と
し
た
政
策
で
は
あ
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
、
在
住
代
官
制
に
よ
る
全
藩
規
模
で
の
農
政
の
展
開
と
い
う
情
勢
の
下
、
「
借
財
整
理

令
」
の
一
環
と
し
て
布
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
借
財
整
理
令
」
が
全
領
内
を
対
象
と
し
た
政
策
で
あ
っ
た
た
め
、
配
分
地
に
お

い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
程
度
の
相
違
こ
そ
あ
れ
、

そ
の
影
響
下
に
独
自
の
農
民
救
済
策
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
。

つ
ま
り
、
全

領
内
に
「
借
財
整
理
令
」
が
布
達
さ
れ
た
上
に
、
蔵
人
地
に
は
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予
令
」
、
配
分
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
救
済
策
と
い
う

構
造
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
こ
の
配
分
地
に
お
け
る
農
民
救
済
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

(38) 

三
家
筆
頭
の
小
城
領
（
知
行
高
七
万
三
二
五
二
石
）
の
場
合
、
同
家
の
「
諸
達
帳
」
に
よ
る
と
、
天
保
十
三
年
十
二
月
十
日
に
請
役
所
よ
り

出
さ
れ
た
「
借
財
整
理
令
」
を
十
二
日
に
領
内
に
布
達
し
た
上
で
、
｝
J

れ
を
受
け
て
、
翌
十
三
日
、
「
諸
借
銀
取
引
之
儀
（
中
略
）
其
筋
調

（
本
瀑
）

子
合
之
半
、
従
御
本
方
今
般
別
紙
之
通
御
達
二
付
而
名
、
別
段
不
被
相
達
候
条
、
端
く
迄
右
之
旨
を
相
守
、
聯
心
得
遠
等
無
之
様
」
と
い
う

よ
う
に
、
小
城
領
で
も
本
藩
よ
り
の
「
借
財
整
理
令
」
の
方
針
通
り
に
借
財
を
整
理
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
、
こ
れ
に
追
加
す
る
形
で
、

口
備
米
方
よ
り
町
・
在
へ
の
拝
借
米
の
内
、
三
分
一
は
窮
民
御
救
の
た
め
返
済
免
除
と
す
る
。

□地
方
役
内
よ
り
の
郷
内
拝
借
米
四
二

0

石
余
は
、
七
割
返
済
免
除
、
三
割
取
納
と
す
る
。

□天
保
四
年
の
里
四
郷
未
進
米
一
三
一
四
石
余
は
納
入
免
除
と
す
る
。
四
田
畑
加
地
子

に
つ
い
て
は
、
調
査
の
上
改
め
て
通
達
す
る
等
々
の
小
城
領
独
自
の
救
済
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
翌
十
四
年
―
一
月
に
は
、
当
秋
を
期
し
て
「
郷
内
御
再
輿
仕
組
」
を
断
行
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
要
綱
と
し
て
十
九
ケ

条
が
布
達
さ
れ
た
。
こ
の
内
、
銀
米
貸
借
整
理
に
関
し
て
は
、
利
留
十
五
ケ
年
賦
と
い
う
本
藩
「
借
財
整
理
令
」
を
援
用
し
て
い
る
の
で
、

椿
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調
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第13表 拝借米・調連金整理内訳

幕未佐賀藩における農政の展開とその基調

高 名 目 処 理

米3.875石余 大風の節の拝借米 差捨

” 177石余 酉年御蔵配分拝借米 ” 
II 87石余 荒島如兵衛口副二曲御蔵配分拝借 断切

’’ 115石余 柿原善之允右同（上同） ” 
金 100両 酉．村質と/荒島如兵衛調達 ” 
’’ 75両 久我太一郎口副ニパ調達 ” 
II 56両 当夏．同人6御蔵配分へ調達 利留15年賦

’’ 500両 亥暮．井手善兵衛再興用調達 ’’ 
II 150両 当夏．荒島如兵衛．干鰯代と/差出分 利留当節払切

’’ 60両 当春．同人馬田村田居付口副調達 利留15年賦

” 93両 一昨年口副調達 ” 
（註〕

て
い
る
の
で
あ
る
。

主
に
よ
る
加
地
子
米
収
納
を
禁
じ
、
加
地
子
地
は
元
銀
米
十
ケ
年
賦
に
よ
る
元

主
へ
の
返
脚
を
命
じ
（
第
十
ニ
・
十
三
条
）
、
固
以
後
は
、
売
渡
・
質
人
及
び
借
銀

の
引
当
た
り
と
も
、
家
屋
敷
・
田
畑
を
領
外
及
び
領
内
遠
隔
地
へ
差
し
出
す
こ

(39) 

と
を
厳
禁
し
て
い
る
（
第
十
五
条
）
。
こ
の
よ
う
に
、
自
作
可
能
な
範
囲
内
で
の

農
民
の
士
地
集
積
ま
で
は
否
定
し
て
い
な
い
が
、
郷
村
不
在
地
主
に
関
し
て

は
、
徹
底
し
た
排
除
の
方
針
を
示
し
て
お
り
、
強
力
な
地
主
制
否
定
の
法
令
と

以
上
の
よ
う
に
、
支
藩
小
城
領
で
も
、
本
藩
蔵
入
地
に
対
す
る
「
諸
借
銀
井

加
地
子
猶
予
令
」
同
様
、
地
主
制
解
体
を
目
指
し
た
郷
村
復
興
策
が
講
じ
ら
れ

ま
た
、
当
時
請
役
（
家
老
）
を
勤
め
て
い
た
、
親
類
同
格
須
古
領
（
一
万
一
〇

(40) 

0
0石
）
に
お
い
て
も
、
天
保
十
三
年
十
二
月
「
達
帳
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
須
古
領
に
お
い
て
も
本
藩
か
ら
の
「
借
財
整
理
令
」
を
う
け
て
、

。
そ
の
上
に
独
自
の
領
民
救
済
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
'
・
そ
の
内

成作
容
は
、
第
13表
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
拝
借
米
等
の
整
理
を
行
な
い
。
そ
の
上
に
、

り且
十
四
ケ
条
に
わ
た
っ
て
私
領
内
の
借
銀
米
整
理
方
法
を
規
定
し
て
い
る
。

帳達
そ
の
要
点
は
、
日
領
外
と
の
村
質
・
村
借
等
に
よ
る
借
銀
米
、
当
十
一
月
ま

で
の
相
対
借
銀
米
、
及
び
加
地
子
ま
た
は
借
家
賃
に
て
取
引
の
筋
は
、
す
べ
て

侍
以
上
は
利
留
十
五
ケ
年
賦
、
其
以
下
は
十
ケ
年
猶
予
、
口
質
方
は
、
当
十
一

な
っ
て
い
る
。
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月
迄
の
分
は
無
利
足
に
て
請
方
、
十
二
月
以
降
は
月
壱
部
半
の
利
足
に
て
請
方
、
曰
田
地
其
他
の
「
年
限
売
買
敷
銀
米
」
等
は
、
残
銀
米

（
事
公
人
給
鑽
）

を
利
留
十
五
ケ
年
賦
、
四
「
身
代
恩
扶
銀
借
越
」
は
、
利
留
に
て
返
済
等
々
で
あ
り
、
本
藩
の
「
借
財
整
理
令
」
・
「
諸
借
銀
井
加
地
子

猶
予
令
」
を
取
り
混
ぜ
た
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
親
類
同
格
多
久
領
（
二
万
一
七
三
四
石
）
に
お
い
て
も
、
本
藩
「
借
財
整
理
令
」
の
遵
守
を
命
じ
た
上
で
、
こ
れ
に
追
加
す
る

形
で
、
日
椿
・
櫨
等
の
前
売
筋
は
元
銀
を
以
て
返
済
、
同
引
当
に
て
借
用
の
筋
は
利
留
十
五
ケ
年
賦
、
口
庄
屋
存
村
借
筋
は
十
ケ
年
猶
予
、

(41) 

曰
田
畑
其
他
引
当
証
文
筋
は
利
留
十
五
ケ
年
賦
、
と
い
っ
た
独
自
の
救
済
策
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
親
類
同
格
武

雄
領
（
二
万
一
六
0
0石
）
で
も
、
銀
米
貸
借
は
十
五
ケ
年
賦
、
小
作
地
は
地
主
・
小
作
の
等
分
割
を
内
容
と
す
る
、
独
自
の
救
済
策
を
講

(42) 

じ
て
お
り
、
着
座
納
富
鍋
島
領
(
-
五
0
0石
）
に
お
い
て
も
、
本
藩
の
「
借
財
整
理
令
」
の
遵
守
を
命
じ
た
上
で
、
拝
借
米
返
済
免
除
等

(43) 

の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
天
保
十
三
年
十
二
月
に
布
達
さ
れ
た
「
借
財
整
理
令
」
・
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予
令
」
は
、
単
に
蔵
入
地
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
支
藩
を
初
め
と
す
る
大
配
分
等
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
全
藩
的
規
模
で
領
民
救
済
策
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
天
保
十
三
年
と
い
う
年
は
、
幕
末
期
の
農
政
に
お
い
て
最
も
重
要
な
年
で
あ
り
、
こ
れ
が
明
治
に
至
る
ま
で
「
寅
年
御
仕

組
」
と
言
わ
れ
続
け
る
所
以
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
寅
年
御
仕
組
」
は
、
請
役
所
・
仕
組
所
と
直
結
し
た
在
住
代
官
制
よ
り
生
み
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
全
藩
的
規
模
で
の
展
開
は
、
先
の
機
構
改
革
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
観
点
よ
り
見
れ
ば
、
「
積
年
多
端
之
弊
害
一
時
御
救
起
」
の
た
め
に
、
ま
ず
最
初
に
着
手
さ
れ
た
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予

(44) 

令
」
は
、
決
し
て
過
少
評
価
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
上
支
配
・
分
給
令
」

郷
村
の
危
機
的
状
況
は
、
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予
令
」
等
に
よ
っ
て
一
応
回
避
さ
れ
た
も
の
の
、
郷
村
疲
弊
の
根
本
原
因
と
さ
れ
る
郷

(3) 

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調
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rT 

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
戸
籍
調
令
は
、
蔵
人
地
だ
け
で
は
な
く
、

(48) 

直
接
に
及
ほ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
嘉
永
四
年
に
な
る
と
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
再
び
農
政
機
構
の
改
革
か
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
容
は
、
ロ

人
保
几
年
の
改
革
で
名
目
の
み
残
さ
れ
て
い
た
郡
方
引
請
役
（
郡
代
）
を
完
令
に
廃
止
す
る
。

□新
た
に
「
郡
方
」
を
設
附
し
、
そ
の
役
々

は
請
役
所
役
々
が
兼
帯
す
る
（
実
際
に
、
七
月
二
十
五
日
、
郡
方
頭
人
を
請
役
鍋
島
安
一
房
か
兼
帯
し
、
郡
h
相
談
役
、
詞
相
談
役
格
も
、
そ
れ
ぞ
れ
請
役

相
淡
役
中
野
神
右
衛
門
・
丹
羽
久
左
衛
門
、
同
相
談
役
格
伊
東
次
兵
衛
が
兼
帯
す
る
こ
と
に
な
っ
た
）
。
口
従
来
の
代
官
は
、
郡
方
附
役
・
代
官
兼
帯

と
す
る
。
四
従
来
の
代
官
・
郡
力
の
職
務
は
、
す
べ
て
新
「
郡
方
」
で
行
な
う
。
旧
与
賀
・
諫
早
•
山
内
代
官
所
を
、
そ
れ
ぞ
れ
川
副
．

横
辺
田
・
上
位
嘉
代
官
所
に
統
合
す
る
。
因
検
者
カ
・
郷
普
請
方
を
代
官
所
よ
り
分
離
す
る
、
と
い
う
も
の
て
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
表
面

上
は
代
官
所
の
権
限
の
一
部
削
減
の
よ
う
に
も
見
え
る
か
、
本
質
は
、
先
の
改
革
の
際
大
配
分
へ
の
配
唐
か
ら
懸
案
と
し
て
残
っ
た
郡
方

廿
請
役
を
完
全
に
廃
—
し
、
従
来
の
請
役
所
ー
代
官
所
ラ
イ
ン
の
農
村
支
配
機
構
（
在
仕
代
官
制
）
を
、
新
「
郡
方
」
と
し
て
名
実
共
に
一

第14表 郷内仕組方役々

袷未佐賀海における農政の展開とその某凋

人 名 役峨

池田半九郎 懸合

田中半右衛門 I/ 

嬉野与右衛門 兼帯

伊東次兵衛 懸合

綾部四郎太夫 99 

南甲与兵衛 本役

（此人郡目犀候処）
侍被召成

代官中 懸合

そ
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
す
小
城
・
蓮
池
と
い
っ
た
支
藩
領
に
ま
て

〔註〕 「私記」より作成。

{45) 

内
「
商
売
向
等
猥
1

一
相
営
」
状
況
が
改
善
さ
れ
た
訳
で
は
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
こ
の
郷
村
疲
弊
の
病
根
を
断
っ
た
め
の
農
商
分

離
か
、
農
政
の
中
心
課
題
と
し
て
表
面
化
し
て
く
る
こ
と
に
な

（商）

る
。
す
な
わ
ち
、
弘
化
四
年
―
―
月
月
、
「
農
口
雑
居
い
た
し
居
候
而

右
引
分
之
義
御
取
組
相
成
候
半
而
不
叶
丘
門

者
不
相
済
＿
付
、

と
い
う
こ
と
か
ら
、
郷
内
仕
組
方
か
設
け
ら
れ
、
第

14表
の
通

元

46)

り
、
そ
の
役
々
か
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
点
は
、

fOl年
H

月
藩
主
参
府
の
留
守
中
の
仕
組
を
命
じ
た
中
て
、
農
商
分
離
・

戸
籍
調
査
か
最
屯
要
課
穎
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け

-367-
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な
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
っ

さ
て
、
同
年
八
月
に
は
、
「
御
仕
与
所
1-rfu
、
郷
内
加
地
子
其
外
借
銀
十
ヶ
年
平
断
、
当
年
迄
満
年
相
成
候
へ
共
、
ロ
ハ
今
取
引
什
候
通
二
血

(50) 

ハ
、
貧
民
立
行
不
申
―
―
付
、
今
又
十
ヶ
年
被
差
延
度
代
官
中
5
達
出
相
成
、
其
通
/
ル
」
と
い
う
よ
う
に
、
先
の
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予

令
」
が
こ
の
年
で
期
限
切
れ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
仕
組
所
に
お
い
て
評
議
か
行
な
わ
れ
、
代
官
中
か
ら
の
上
申
通
り
郷
内
の
状
況
に
鑑
み
、

(51) 

さ
ら
に
卜
年
間
延
長
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
翌
九
月
延
長
の
旨
が
布
達
さ
れ
た
。
こ
の
延
長
の
方
針
は
、
既
に
嘉
永
二
年
春
、
代
官
中

よ
り
蔵
方
頭
人
に
提
出
さ
れ
た
、
農
政
全
般
に
わ
た
る
五
九
ヶ
条
の
上
申
書
の
中
に
み
え
て
お
り
、
代
官
暦
は
、
単
に
「
諸
借
銀
井
加
地
子

(52) 

猶

f
令
」
を
延
長
す
る
だ
け
て
は
な
く
、
さ
ら
に
徹
底
し
た
郷
村
統
制
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
「
猶
予
令
」
に
よ
っ

て
郷
村
の
情
勢
は
小
康
を
保
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
そ
の
病
根
が
断
た
れ
た
訳
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
延
長
策
が
必
要
だ
っ
た
の

て
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
翌
五
年
七
月
、
農
商
分
離
が
卜
分
行
届
か
な
い
こ
と
か
ら
、
郷
内
仕
組
方
を
廃
し
て
新
「
郡
力
」
で
こ
れ
を
行

(53) 

な
う
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
紡
の
中
て
、
同
年
八
月
十
七
日
、
「
猶
予
令
」
に
対
す
る
地
主
層
の
反
発
か
最
も
激
し
く
、
そ
れ
だ
け
農
村
疲
弊
か
著
し

(54) 

い
地
域
で
あ
っ
た
皿
止
代
官
に
坂
部
与
右
衛
門
を
任
命
し
た
上
で
、
同
―
-
＋
八
日
、
請
役
鍋
畠
安
房
以
下
の
藩
政
首
脳
よ
り
坂
部
に
対
し

(55) 

加
地
子
一
件
の
吟
味
か
命
じ
ら
れ
た
。

（
祁
）

坂
部
は
、
同
年
九
月
ニ
ト
四
日
、
皿
山
代
官
所
管
内
に
地
主
・
小
作
双
方
か
ら
の
指
出
に
よ
る
加
地
子
地
調
査
を
行
な
い
、
そ
の
上
で

(57) 

同
年
＋
―
-
月
、
「
上
支
配
・
分
給
令
」
を
管
内
に
布
逹
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
自
ら
は
耕
作
を
行
な
わ
ず
、
「
居
な
か
ら
田
晶

致
支
配
、
出
来
立
米
致
取
納
」
す
寄
生
地
主
を
批
判
し
た
上
で
、
従
来
加
地
子
米
取
納
を
猶
予
し
て
い
た
加
地

f
田
畑
（
小
作
地
）
を
す
べ

て
「
上
御
支
配
」
と
し
て
収
公
し
、
自
ら
農
業
を
営
む
郷
内
居
住
の
地
主
に
対
し
て
は
、
次
の
分
給
規
定
に
そ
っ
て
収
公
地
の
分
給
を
行

日
：
―
｛
し
町
以
卜
所
有
の
地
主
は
六
町
ま
で
、
そ
れ
以
上
は
．
一
五
％
を
規
準
と
し
、
現
地
の
状
況
を
考
慮
し
て
分
給
す
る
。

本
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

幕
未
佐
賀
藩
に
お
げ
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
凋
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岱
＊
佐
買
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

口
郷
内
居
住
地
主
の
商
業
活
動
は
、
「
農
商
之
分
を
以
」
て
禁
止
す
る
。

口
商
人
所
有
の
加
地

f
山
畑
は
、
「
農
商
之
分
を
以
」
て
一
切
収
公
す
る
。
但
し
、
郷
内
へ
移
住
し
農
業
に
専
念
し
た
い
者
は
願
出
る
こ

四
地
主
へ
分
給
し
た
残
り
の
田
畑
は
十
分
凋
杏
の
上
追
っ
て
通
達
す
る
。

こ
の
「
上
支
配
・
分
給
令
」
は
、
「
執
政
ヨ
IJ‘

皿
111加
地
子
田
一
件
、
大
、
、
旧
地
配
灯
相
成
、
漸
一
統
折
レ
合
候
由
、
石
＿
一
付
テ
ハ
代

(58) 

官
殊
之
外
太
儀
有
之
候
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
翌
崩
永
六
年
五
月
に
は
収
公
田
の
分
給
・
配
当
が
行
な
わ
れ
、
漸
く
池
上
・
小
作
に
了

承
さ
せ
た
様
子
か
窮
わ
れ
、
こ
の
時
点
て
洛
料
し
た
と
み
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
上
支
配
・
分
給
令
」
の
意
義
は
、
そ
れ
以
前
の
「
猶
予
令
」
が
諸
借
銀
・
加
地
子
米
の
取
引
を
一
時
停
止
し
、
そ
の
間
に
農
民

が
そ
の
本
来
納
入
す
べ
き
分
を
蓄
え
期
間
満
了
の
後
、
借
銀
返
済
及
び
田
畑
取
戻
し
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
主
小
作
関
係
を
解
消

さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
れ
は
、
藩
権
力
に
よ
っ
て
強
圧
的
に
地
主
小
作
関
係
を
解
消
さ
せ
る
と
と
も
に
、
同
時
に

年
米
の
宿
顧
で
あ
っ
た
農
商
分
離
を
も
強
行
し
、
郷
村
疲
弊
の
病
根
を
一
掃
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
点
に
あ
る
の
で
あ

召
ま
た
、
こ
こ
で
見
落
す
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
点
は
、
「
上
支
配
・
分
給
令
」
の
立
案
・
施
行
過
程
に
お
け
る
坂
部
与
右
衛
門
の
存

(59) 

在
て
あ
る
。
坂
部
は
、
天
保
初
期
は
山
方
に
あ
っ
て
「
頗
る
功
績
あ
り
」
と
一
己
わ
れ
た
人
物
で
、
天
保
十
年
八
月
か
ら
は
皿
山
代
官
助
役

切）

を
勤
め
、
弘
化
炉
ヰ
七
月
か
ら
藤
津
代
官
、
翌
―
一
年
八
月
か
ら
は
横
辺
田
代
官
兼
幣
と
い
う
経
歴
の
持
主
で
あ
り
、
地
方
功
者
の
一
人
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
皿
山
代
官
坂
部
の
下
で
「
上
支
配
・
分
給
令
」
が
遂
行
さ
れ
た
事
実
は
、
在
住
代
官
制
の
意
義
を
考
え
る
場
合

菫
要
な
点
で
あ
る
。

こ
の
「
上
支
配
・
分
給
令
」
は
、
嘉
永
四
年
に
延
長
さ
れ
た
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予
令
」
の
期
限
が
切
れ
る
文
久
元
年
十
二
月
に
至
っ

(62) 

て
、
全
蔵
人
地
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
諸
借
銀
・
加
地

f
米
を
無
期
限
に
猶
予
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い

の
て
あ
と
十
年
猶

f
し
、
そ
の
間
に
地

t
．
小
作
人
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
加
地
子
田
畑
を
双
方
に
分
割
さ
せ
る
へ
き
だ
か
、
実
現
の
可

と。
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第15表 八谷捐における「上支配・分給令」適用地

所在地 地 主 名 加地子地 分給地

伊万里津 武富熊助 畝
畝.0 108. 13 

＇ 
II 前田半左衛門 22.28 .0 

99 前田治右衛門 46.25 .0 

I/ 一番ケ瀬啓右衛門 149.10 .0 

” 西虎之助 71.18 .0 

/ 原勘右衛門 56.25 .0 

松島溺 富村丈左衛門 323. 5 .0 

伊万里津 牛島宇助 53.22 .0 

99 前田寛次郎 12. 0 .0 

大里村 前川善太夫 10. 6 .0 

伊万里津 岩本清吉 10.35 .0 

II 西 吉助 54.22 .0 

" 小松松五郎 96.24 .0 

” 川浪庄右衛門 25.21 .0 

” 馬場伝右衛門 143.11 34.3 

松島据 東島安太郎 159.28 51. 4 

大里村 石橋藤八 63.12 18. 0 

伊万里津 高庄柳助 47. 2 12.0 

大川内村 前田新助 115.24 27.13 

山谷村 西風三郎次 38.14 9. 12 

計 1585.15 152.02 

椿
未
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

［註］ 「旧藩仕組加地子反別一人別帳」より作成。
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幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

能
性
は
少
な
い
の
で
、
先
年
皿
山
代
官
所
管
内
で
行
な
わ
れ
た
方
法
に
そ
っ
て
、
地
主
・
小
作
人
へ
の
分
割
を
行
な
う
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

(63) 

そ
し
て
、
翌
文
久
二
年
正
月
に
地
主
・
小
作
双
方
よ
り
の
差
出
し
に
よ
る
加
地
子
地
調
査
が
命
じ
ら
れ
、
同
年
十
二
月
に
は
、
そ
の
施

(64) 

行
細
則
か
布
達
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
嘉
永
五
年
「
上
支
配
・
分
給
令
」
と
同
様
で
あ
る
が
、
「
地
主
に
寄
至
極
及
難
渋
候
趣
二
付
」

と
い
う
状
況
を
反
影
し
て
、
日
商
人
所
持
の
田
地
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
自
力
で
作
り
上
げ
た
干
拓
地
及
び
開
墾
地
は
、

収
と
は
せ
ず
、
十
分
調
査
の
上
で
通
達
す
る
。
口
流
行
病
等
で
家
主
が
死
亡
し
、
止
む
を
得
ず
期
限
付
き
で
田
地
を
預
け
て
い
る
者
は
、

一
部
緩
和
の
方
針
か
出
さ
れ
、
よ
り
実
態
に
即
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

(65) 

こ
れ
を
受
け
て
、
競
三
年
に
は
、
自
力
開
発
の
新
田
地
主
か
ら
嘆
願
書
が
提
出
さ
れ
、
元
治
元
年
十
月
に
は
、
山
代
郷
天
神
据
・
伊
万

(66) 

里
郷
戸
野
須
据
・
伊
ガ
里
有
田
肪
八
谷
据
等
で
は
、
加
地
子
米
半
減
を
条
件
と
し
て
収
公
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
八
谷
据
の
場
合

(67) 

を
「
旧
藩
仕
組
加
地
子
反
別
一
人
別
朝
」
に
よ
り
検
討
す
る
と
、
第

15表
の
通
り
、
約
十
六
町
の
田
畑
は
少
な
く
と
も
免
除
を
受
け
ず
「
上

支
配
・
分
給
令
」
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
八
谷
据
の
総
田
畑
は

が
、
先
に
検
討
し
た
「
案
書
」

あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
田
畑
の
十
％
は
「
上
支
配
・
分
給
令
」
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
加
地
＋
田
畑
の
す
へ
て
が
加

地
子
米
半
減
を
条
件
に
収
公
を
免
除
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
「
大
銀
米
振
出
し
、
全
自
力
を
以
形
之
通
開
発
い
た
し
、
普
請
を

(

6

8

)

(

6

9

)

 

も
目
分
よ
り
夫
々
相
整
」
た
者
た
ち
に
対
す
る
緩
和
措
置
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
以
て
、
文
久
元
年
「
上
支
配
・
分
給
令
」
が
商
人

(70) 

地
主
へ
の
醸
歩
で
あ
っ
た
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
至
っ
て
「
上
支
配
・
分
給
令
」
は
全
蔵
人
地
に
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
地
主
制
解
体
・
農
商
分
離
に
よ
る
郷
村

復
興
1
1
藩
財
政
運
営
の
基
本
と
な
る
蔵
入
物
成
の
安
定
的
確
保
は
一
応
達
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
第
16表
参
照
）
。
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ

・
「
郷
内
仕
与
書
」
に
み
ら
れ
た
、
均
田
・
限
田
・
農
鹿
分
離
に
よ
る
郷
村
復
興
策
を
実
現
さ
せ
る
も
の

で
あ
り
、
幕
末
竹
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
成
功
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
地
曲
相
応
上
米
」
の
収
納
を
許
可
す
る
。
と
い
う
よ
う
に
、

六

0
町
余
で
あ
り
、

そ
の
内
何
％
が
加
地
子
田
畑
で

律
に
完
全
没
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第16表年貢収納高の推移

年次 本年貢収入 御側収納米 計

天保1 90.263石 4.187石 94.450石

2 96.111 3.965 100.076 

3 95.332 3.920 99.252 

4 97.427 3.761 101.188 

5 95.184 3.822 99.006 

6 98.982 3.913 102.895 

7 86.238 3.447 89.685 

8 99.893 5.111 105.004 ， 95.469 4.942 100. 411 

10 101.804 4.945 106.749 

11 101. 902 4.931 106.833 

12 99.999 4.881 104.880 

13 101. 983 5.038 107.021 

14 97.931 3.855 101. 786 

弘化1 101. 538 4.022 105.560 

2 99.464 3.811 103.275 

3 102.215 3.911 106.126 

4 98.317 3.781 102.098 

嘉永l 102. 719 3.909 106.628 

2 98.720 3.787 102.507 

3 98.709 3. 760 102.469 

4 102.367 3.898 106.265 

5 93.622 10.881 104.503 

6 83.095 18. 811 101. 906 

安政1 86.428 20.504 106. 932 

2 85.864 20.595 106.123 

3 86.709 16.589 103.298 

4 87.979 19. lll 107.090 

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
某
調

（註］ 各年度「御物成井銀御遣方大目安」より作成、但し、石未満切捨。
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幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

三
、
農
政
を
め
ぐ
る
上
級
家
臣
と
の
確
執

本
稿
で
検
討
し
て
き
た
農
政
改
革
の
一
っ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
全
藩
的
規
模
で
の
統
一
的
農
政
の
展
開
ー
従
来
困
難
で
あ
っ
た
藩

権
力
の
大
配
分
へ
の
介
入
ー
で
あ
り
、
鍋
島
佐
賀
藩
成
立
の
特
殊
事
情
に
由
来
す
る
領
内
割
拠
体
制
を
、
こ
の
面
か
ら
克
服
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

す
で
に
、
郡
方
農
政
に
対
す
る
不
信
は
、
九
代
藩
主
治
茂
に
よ
る
明
和
＼
寛
政
期
の
改
革
に
お
い
て
表
面
化
し
て
お
り
、
こ
れ
が
寛
政

十
一
年
の
大
庄
屋
整
理
、
同
十
二
年
在
住
代
官
設
置
と
し
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
在
住
代
官
に
は
、
「
郷
普
請
一
通
井
検
者

方
・
御
取
納
方
、
且
目
安
之
取
結
・
年
季
満
田
居
付
一
通
、
倍
又
筈
請
等
之
儀
、
右
代
官
一
手
二
而
取
捌
候
様
」
と
い
う
農
政
全
般
の
権
限

が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
蔵
入
地
に
限
定
さ
れ
、
小
配
分
に
対
し
て
は
年
貢
収
納
筋
以
外
の
権
限
は
蔵
入
地
同
様
に
及
ぶ
も
の

の
、
大
配
分
に
関
し
て
は
、
「
大
配
分
之
儀
者
、
其
領
主

6
手
当
有
之
儀
付
曲
者
、
御
蔵
入
同
様
之
手
当
難
相
整
」
と
、
そ
の
権
限
は
及
ば
な

(12) 

か
っ
た
。
こ
の
在
住
代
官
設
置
に
よ
る
農
政
改
革
も
、
六
年
後
の
文
化
二
年
六
月
に
は
挫
折
し
て
し
ま
い
、
代
官
の
権
限
削
減
・
規
模
縮

小
と
と
も
に
、
郡
方
・
在
住
代
官
と
い
う
農
政
機
構
の
二
重
構
造
と
し
て
、
天
保
期
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
断
行
さ
れ
た
幕
末
期
の
農
政
改
革
は
、
当
然
大
配
分
か
ら
の
反
発
を
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
従

来
「
定
役
」
と
し
て
自
ら
の
知
行
地
を
含
み
込
ん
だ
地
域
の
郡
代
を
勤
め
て
き
た
、
三
家
・
親
類
同
格
諫
早
家
等
の
大
身
家
臣
の
反
発
は

激
し
か
っ
た
。
以
下
、
こ
の
点
の
検
討
を
行
な
う
こ
と
と
す
る
。

天
保
九
年
の
郡
方
・
代
官
所
改
革
に
よ
っ
て
、
蔵
入
地
は
言
う
に
及
ば
ず
、
大
配
分
に
も
及
ぶ
藩
領
全
域
に
わ
た
る
農
政
全
般
の
権
限

が
代
官
に
附
与
さ
れ
、
法
令
上
は
三
家
を
初
め
と
す
る
大
配
分
も
代
官
所
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
大
配
分
と
て
黙
し
て
こ

れ

を

受

け

人

れ

た

訳

で

は

な

か

っ

た

。

．

小
城
家
の
場
合
、
成
立
期
の
事
情
も
あ
り
そ
の
反
発
は
特
に
激
し
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
天
保
十
年
正
月
、
同
家
よ
り
仕
組
所
に
提
出
さ
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(73) 

れ
た
願
書
に
よ
る
と
、
「
郡
方
御
改
正
ー
一
付
、
取
前
御
達
之
趣
、
（
中
略
）
於
私
領
者
御
達
通
行
届
兼
候
事
実
御
座
候
」
と
、
郡
方
改
正
に
は
首

肯
で
き
な
い
旨
を
表
明
し
、
小
城
郡
方
だ
け
は
従
来
通
り
と
す
る
か
、
そ
れ
か
不
可
能
な
場
合
は
、
私
領
へ
の
諸
手
当
及
び
私
頷
よ
り
の

願
出
等
を
「
私
領
役
場
請
次
」
と
す
る
よ
う
訴
え
て
い
る
。

同
私
領
に
お
い
て
、
郡
方
改
革
が
実
行
で
き
な
い
理
由
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
小
城
家
取
立
の
際
、
小
城
郡
の
「
定
郡
請

（
本
編
）

持
」
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
御
本
方
御
条
目
之
外
、
別
段
私
之
家
法
等
不
被
相
立
、
（
中
略
）
私
領
役
く
多
嘉
帥
方
配

F
取
結
有
之
候

得
者
、
郡
方
・
私
領
之
差
別
無
之
、
先
者
郡
方
一
筋
二
而
御
政
事
筋
・
郷
村
之
/
括
御
本
末
致
通
貫
候
様
、
（
中
略
）
家
政
被
相
立
候
」
と
い
う

よ
う
に
、
本
藩
の
公
的
役
職
と
し
て
の
郡
方
と
、
小
城
領
の
私
的
役
方
か
区
別
さ
れ
ず
、
郡
方
改
革
が
す
な
わ
ち
私
領
家
政
筋
の
改
革
に

匝
結
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
代
官
支
配
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
私
領
方
難
渋
の
次
第
を
書
き
連
ね
、
さ
ら
に
は
、
小
城

郡
は
大
半
か
小
城
領
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
革
の
原
因
と
な
っ
た
郡
方
・
代
官
所
の
二
重
支
配
に
よ
る
弊
害
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
主
張

し
、
ま
た
、
明
和
八
年
代
官
支
配
を
命
じ
ら
れ
た
際
、
種
々
の
嘆
願
に
よ
っ
て
従
来
通
り
郡
方
支
配
か
許
さ
れ
た
と
い
う
過
去
の
事
例
を

も
引
合
い
に
出
し
て
、
郡
万
改
革
の
撤
回
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
訴
え
は
認
め
ら
れ
ず
、
天
保
十
一
年
十
一
月
、
再
度
願
書
が
提
出
さ
れ
、
翌
十
二
年
二
月
、
仕
組
所
に
お
け
る

(75) 

詮
議
を
経
て
最
終
的
に
決
定
が
下
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
郡
方
之
義
、
以
前
ぷ
恢
御
引
戻
候
吠
、
又
者
諸
御
用
請
次
候
私
領
役
場
相
立

候
様
被
仰
付
候
致
」
と
い
う
、
小
城
家
の
要
請
は
、
両
条
と
も
に
改
革
の
趣
意
に
反
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
小
城
家
の
「
家
政
不
行
届
」
と
い
う
状
況
に
対
し
て
若
千
配
慮
し
、
代
官
所
か
ら
小
城
領
内
へ
布
達
を
行
な
う
場
合
は
小
城
家
の
間

番
に
も
知
ら
せ
る
こ
と
、
及
び
小
城
領
内
か
ら
代
官
所
へ
の
願
出
等
が
あ
っ
た
場
合
、
小
城
家
に
お
い
て
も
確
認
て
き
る
よ
う
に
あ
ら
か

じ
め
手
段
を
講
し
て
お
く
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
若
干
の
譲
歩
は
行
な
わ
れ
た
も
の
の
、
大
柾
分
に
対
し
て
も
代
官
所
か
直
接
に
手
当
を
行
な
う
と
い
う
方
針
は
ま
け
ら

れ
ず
、
成
立
期
よ
り
の
由
緒
を
持
つ
三
家
筆
頭
小
城
家
と
い
え
ど
も
例
外
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
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さ
ら
に
、
親
類
同
格
諌
早
家
（
二
万
六
二

0
0石
）
の
場
合
も
、
「
大
配
分
古
来
5
之
御
仕
成
土
台
5
相
崩
候
而
已
な
ら
す
、
諸
事
難
被
成

儀
等
有
之
」
と
、
郡
方
改
革
の
受
け
入
れ
難
き
旨
を
表
明
し
て
お
り
、
小
城
家
等
と
連
携
し
て
反
対
行
動
を
起
す
意
向
を
示
し
て
い
る
。

(76) 

し
か
し
、
本
藩
の
強
硬
な
姿
勢
等
に
よ
り
具
体
的
行
動
を
起
す
こ
と
が
で
き
な
い
う
ち
に
、
天
保
九
年
＋
月
諫
早
に
代
官
出
張
役
所
、
同

(

7

7

)

(

7

8

)

 

十
一
年
十
月
に
は
諌
早
代
官
所
が
設
け
ら
れ
、
代
官
所
に
よ
る
統
制
は
ま
す
ま
す
強
め
ら
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の

中
で
、
大
庄
屋
の
問
題
が
起
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
天
保
十
二
年
以
来
、
「
上
6
被
仰
付
置
候
大
庄
屋
之
儀
付
而
者
、
（
中
略
）
何
事
ー
ー
よ
ら
す
御
私
領
方
差
図
を
請
、
諸
事
取
計
候

(79) 

義
、
い
つ
れ
之
心
得
方
候
哉
」
と
、
諫
早
の
（
配
分
）
大
庄
屋
の
勤
務
ぶ
り
に
つ
い
て
、
代
官
所
か
ら
度
々
注
文
が
付
け
ら
れ
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。

（
謙
早
）

し
か
し
、
こ
れ
は
、
「
御
自
分
方
村
く

5
諸
願
事
・
註
進
其
外
一
切
、
郷
方
ー
ー
相
懸
候
儀
者
、
皆
以
大
庄
屋
筋
へ
達
出
、
全
鉢
御
自
分
方
頭

取
庄
屋
之
様
御
仕
成
相
成
居
」
と
い
う
よ
う
に
、
諫
早
領
農
村
を
統
轄
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
た
大
庄
屋
を
、
代
官
所
に
直
属
さ
せ
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
諌
早
家
に
と
っ
て
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
代
官
所
に
よ
る
直
接
支
配
を
受
け
入
れ
、
「
小
配
分

同
前
之
楯
ぷ
m成
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
長
年
保
持
し
て
き
た
自
治
権
の
大
き
な
部
分
を
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
耐
え
難
い
も
の
で
あ
り
、

容
易
に
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
天
保
十
―
-
＿
年
の
在
住
代
官
制
強
化
に
よ
っ
て
、
諫
早
に
対
す
る
統
制
も
一
段
と
強
化
さ
れ
、
「
十
二
代
官
吟
味
決
相
成
、
此

節
御
達
通
不
相
用
節
者
、
直
様
従
上
別
段
大
庄
屋
被
相
立
」
と
い
う
よ
う
に
、
改
め
な
い
場
合
は
大
庄
屋
を
更
迭
す
る
旨
の
最
後
通
牒
を
突

(80) 

き
付
け
ら
れ
、
服
従
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
諫
早
家
に
お
い
て
も
、
代
官
所
に
よ
る
大
配
分
の
直
接
手
当
は
、
そ
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
着
実
に
実
行
に
移
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
大
配
分
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
天
保
十
三
年
の
改
革
が
行
な
わ
れ
た
訳
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
特
に
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こ
の
時
の
代
官
所
増
設
・
管
轄
区
域
割
替
は
、
三
家
を
初
め
と
す
る
大
配
分
へ
の
直
接
介
人
の
た
め
に
こ
そ
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
が
「
借
財
整
理
令
」
の
全
藩
領
域
へ
の
布
達
・
徹
底
、
及
び
蔵
人
地
「
諸
借
銀
井
加
地
子
猶
予
令
」
に
相
当
す
る
、
各
払
領
に
お

け
る
郷
付
復
興
策
に
つ
な
か
り
、
全
藩
規
模
で
の
領
民
救
済
策
を
導
き
出
す
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
も
代
官
所
に
よ
る
大
配
分
へ
の
介
人
は
続
き
、
弘
化
元
年
五
月
、
「
代
官
中
諸
手
当
向
、
大
配
分
之
義
ハ
御
仕
来
も
有
之
候
―
―
付
、

(81) 

伺
も
無
之
役
内
限
り
之
取
計
無
之
様
」
と
指
示
し
て
い
る
如
く
、
あ
る
程
度
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
怠
進
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

嘉
永
期
に
人
る
と
、
農
政
の
中
心
課
題
と
し
て
、
農
商
分
離
と
そ
の
た
め
の
戸
籍
調
査
が
表
面
化
し
て
く
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、

こ
れ
も
ま
た
、
蔵
人
地
に
留
ま
ら
ず
大
配
分
に
ま
で
及
ん
だ
た
め
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
確
執
が
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
嘉
永
元
年
五
月
、

本
藩
に
よ
る
「
＿
―
-
家
領
内
郷
村
戸
籍
調
査
」
に
対
し
、
小
城
・
蓮
池
両
家
は
反
対
を
表
明
し
、
独
自
に
調
査
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
願
出

•(82) 

る
。
し
か
し
、
本
藩
は
こ
れ
を
聞
人
れ
ず
、
翌
―
一
年
止
月
大
庄
屋
を
し
て
調
査
を
断
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
嘉
永
四
年
の
改
革

に
よ
る
郡
方
引
請
役
廃
止
に
際
し
て
も
、
再
び
小
城
家
よ
り
小
城
郡
方
存
続
の

し
か
し
、
こ
の
場
合
も

「
何
分
御
申
立
通
―
ri
参
り
兼
、
御
不
談
書
も
被
差
戻
」
と
い
う
よ
う
に
、
小
城
家
の
要
望
は
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
郡
方
引
請
役
は
廃
止
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

以
L
の
よ
う
に
、
本
藩
に
よ
る
大
配
分
へ
の
強
引
な
介
人
は
、
一
一
一
家
を
中
心
と
し
て
反
発
を
か
う
こ
と
に
な
る
が
、
本
藩
が
こ
れ
を
聞

人
れ
る
こ
と
は
な
く
、
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
大
配
分
に
と
っ
て
は
そ
の
自
治
権
を
侵
害
さ
れ
る
重
大
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
大
配
分
領
主
に
お
い
て
も
、
自
ら
か
農
政
を
統
轄
す
る
立
場
の
郡
代
の
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
農
村
疲
弊
の
進
行
に
対

し
て
何
ら
対
処
で
き
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
郡
方
農
政
そ
の
も
の
か
農
村
疲
弊
の
一
因
で
あ
っ
た
と
い
う
負
い
目
か
あ
り
、
ま
た
、

当
時
大
配
分
に
お
い
て
も
最
大
の
政
冶
課
穎
と
な
っ
て
い
た
荒
廃
し
た
郷
村
の
復
輿
は
、
給
人
財
政
窮
乏
の
中
で
は
独
力
で
の
対
策
に
は

阻
界
か
あ
り
、
本
藩
に
あ
る
程
度
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
か
、
反
発
は
す
る
も
の

の
結
局
は
介
人
を
許
し
た
こ
と
の
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

魯
未
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

「
示
淡
書
」
が
提
出
さ
れ
る
。
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第17表加地子地分布状況

県 大区 郡 名 村数 地主数 加地子地 備 考

町 反畝
4 神埼 1 2 3 3 3. 3 
5 II 5 13 4 7 4. 28 

6 ’’ 6 32 18 0 5. 13 

佐
7 佐賀 4 5 6 3 3. 21 

11 ’’ 3 3 1 8 5. 27 

12 ’’ 4 45 ， 5 3. 14 
13 ’’ 7 100 165 0 4. 7 

14 ” 2 4 10 9 7. 25 

15 ’’ 8 10 15 6 6. 12 

20 佐賀・小城 5 12 56 9 o. 19 内88.5・・・大配分
21 小城 3 8 1 5 6. 5 

賀
22 杵島 10 39 100 0 4. 26 

23 /I 8 105 120 8 4. 17 

24 II 13 80 132 9 0. 10 

25 ’’ 5 5 57 7 8. 28内3705.18…大配分

33 ” 1 1 1 1 7. ， 
34 ” 1 1 4 8. ， 
35 松浦 13 456 405 7 6. 20 内190.28・・・大配分

36 II 12 56 42 0 2. 6 内1440.22・・・大配分

県
37 ” 6 389 552 3 6. 1 

38 藤津 4 8 6 4 9. 22 

39 9I 1 1 5 1. 18 
40 ” 3 44 91 6 7. 26 

41 ” 1 1 8 2. 10 
6郡 128 1419 1808 4 1. 19 内5758.17・・・大配分

ヽ3 高来・彼杵 2 5 8 8. 29 

4 高来 19 223 160 3 9. 21 
県 10 9I 7 48 59 1 4. 29 

2郡 28 276 220 4 3. 15 
計•• 8郡 156 1695 2028 8 5. 5 

〔註］ 「加地子田畑一人別帳寄」より作成。
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第18表 大配分における「均田制」適用の例

所在地 地主名（居村） 加地子地 分給地 小作人名 小作高 備考

提川村
前田虎之助 畝 畝

古賀嘉右衛門 畝
元蓮池（町裏村） 1 7. 1 .0 1 7. 1 

II 井手長右衛門山 1 2.0 .0 岡崎万蔵 1 2.0 99 

（ 形村）

斎藤善七 8.15 .0 村田代方平庄吉屋屋敷
2. 0 99 

99 

（桃川村） 6 15 ” 
99 小松政十 （山形村） 7.0 .0 山代倉右衛門 7 0 元武雄

II 幸島市助 （桃川村） 5.0 .0 古賀嘉右衛門 5.0 ” 
II 松永茂左衛門 1 3.14 .0 

副島島田伊嘉平之次助
1 2.14 II 

（ II ） 1 0 " 
99 

山口又左衛（中門 3 1.13 .0 馬場七太郎 5 15 99 

野原村）
田代長七 4.14 II 

田代半五郎 4, 2 5 ” 
田代源蔵 4.18 II 

山口徳右衛門 5.0 ’’ 
樋口善助 7.0 /9 

岱
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

（註〕 「加地子反別一人別帳 提川村 大配分武雄蓮池」より作成。

過
程
で
ま
す
ま
す
地
主
に
厳
し
く
適
用
さ
れ
た
こ

口
地
主
へ
の
二
五
％
分
給
と
い
う
原
則
は
、
施
行

（四

0
町
の
内
|
町
‘
二
五
％
分
給
）
で
あ
っ
た
こ
と
、

収
で
あ
り
、
六
町
以
上
分
給
を
受
け
た
者
は
一
人

0
町
以
上
所
有
の
地
主
七
人
の
内
二

1

人
は
完
全
没

た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の

か
そ
の
実
際
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ

段
階
で
の
実
態
調
査
資
料
た
る
「
旧
藩
仕
組
加
地

子
反
別
一
人
別
帳
」
の
詳
細
な
分
析
か
ら
、

H-
――

の
点
に
関
し
て
は
、
芝
原
拓
自
氏
が
、
明
治
七
年

実
施
に
よ
っ
て
、
農
政
の
課
姪
か
一
応
達
成
さ
れ

先
に
、
「
上
支
配
・
分
給
令
」
の
全
蔵
人
地
へ
の

る。 問
題
点
を
指
摘
し
、
結
び
に
か
え
る
こ
と
と
す

の
「
均
田
制
」
に
対
す
る
評
価
と
従
来
の
研
究
の

の
農
政
に
つ
い
て
検
討
し
て
来
た
の
で
、
以
卜
こ

）
れ
ま
で
、
「
均
田
制
」
を
中
心
と
す
る
幕
末
期

結
び
に
か
え
て
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第19表 弥富•井手家所持加地子地（申告分）

幕末佐賀藩における農政の展開とその基調

郡 名 所在地村名 旧所有加地子地

畝
神崎郡 黒津村 419.19 

佐賀郡 下古賀村平八据 52.26 

’’ 高太郎村（元相応・丸目） 1956. 28 

’’ 早津江村 1287.25 

” 子々森村 712. 22 

’’ 大詫間村 3702.3 
,, 福富村 308.17 
II 犬井道・田中村 494.2 

’’ 大野村 542.12 

’’ 住吉村 546.2 

小城郡 芦ケ里三丁分 264.13 

杵島郡 八丁村 354.12 

” 佐留志村 223. 14 

松浦郡 内野村（曲川） 370.0 
II 新 田村 179.27 

計 12303. 10 

〔註） 「加地子反別持主書上張」より作成。

こ。t
 

て
も
、
五
七
町
余
が
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き

そ
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
大
配
分
に
お
い

と
、
口
農
商
分
離
政
策
は
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
、
を
明
ら
か
に

し
、
実
施
に
当
っ
て
は
法
令
以
上
の
強
力
さ
で
貫
徹
さ
れ
て
い

(84) 

た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
旧
藩
仕
組
加
地
子
反
別
一
人
別
帳
」
の
数
字
を

集
計
し
た
「
加
地
子
田
畑
一
人
別
帳
寄
」
に
よ
り
、
「
均
田
制
」

の
対
象
と
な
っ
た
加
地
子
地
の
規
模
・
分
布
状
況
を
見
る
と
、

第
17表
の
通
り
で
あ
る
。
芝
原
氏
を
含
む
従
来
の
研
究
で
は
、

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
第
18表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

地
主
の
所
在
地
が
本
藩
領
（
蔵
入
地
）
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
す
べ
て
完
全
没
収
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
郷
村
不
在
地
主
排
除
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

さ
て
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
「
旧
藩
仕
組
加
地
子
反
別
一

人
別
帳
」
の
数
字
が
そ
の
ま
ま
「
均
田
制
」
対
象
地
と
認
定
で

き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
領
内
最
大
の
地
主
で

あ
っ
た
弥
富
•
井
手
家
を
例
に
と
り
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す

る
。
先
述
の
通
り
、
天
保
十
三
年
以
前
の
同
家
の
士
地
集
積
は
、
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郎
村
に
お
け
る
同
家
の
加
地
子
地
の
内
―
―
町
几
反
余
か
、
犬
保
|
-
＿
年
以
後
の
小
作
人
に
よ
る

L
地
転
売
に
よ
り
、
同
家
の
所
持
地
と
は

-87) 

月
3

め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
わ
か
る
。
こ
の
他
に
も
色
々
原
因
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
、
と
も
か
く
、
地
主
か
キ
弘
す
る
加
地
子
地

と
県
庁
か
品
定
し
た
加
地

f
地
の
間
に
は
格
差
が
存
在
し
て
い
た
の
て
あ
り
、
「
旧
藩
仕
組
加
地

f
反
別
一
人
別
帳
」
の
数
字
か
す
な
わ
ち

「
均
田
制
」
の
対
象
地
を
生
す
も
の
と
は
言
い
切
れ
な
い
こ
と
は
期
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
諸
借
銀
井
加
地

f
猶
予
令
」
の
段
階
で
は
、

地
上
・
小
作
相
対
に
よ
る
地
主
・
小
作
関
係
の
解
消
に
主
眼
を
悩
い
て
お
り
、
こ
の
段
階
て
も
一
定
度
は
解
消
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

邸）て
、
芝
原
氏
の
立
論
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
、
「
旧
藩
仕
組
加
地

f
反
別
一
人
別
帳
」
の
数
字
が
す
な
わ
ち
蔵
入
地
に
お
け
る
全
加
地
子
地

第20表 弥富•井手家所持加地子地（認定分）

郡 名 所在地村名

神崎郡

佐賀郡

杵島郡

黒津村上下分

下古賀村

高太郎村

早津江村

： ＋々森村

大詫間村

福富村

犬井堂•田中村

八町村

佐留志上分村

下分村

松浦郡
i 

” ［新田村
1 , ― 

l ; + 

曲］1|村

旧所有加地子地

畝
333.3 

52.26 

407.7 

1223.24 

712.22 

2622.14 

289. 15 

555. 11 

92.3 

42.4 

181. 10 

i.0 
134.15 !.0 
| --

6980. 5 I.o 

335. I 

分給地

叫
.0 

.0 

.0 

.0 

.0 

.0 

.0 

.0 

.0 

.0 

給
木
佐
四
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

［註〕 「旧藩仕紐加地＋反別一人別張」より作成。

お
そ
ら
く
は
明
冶
段
階
で
同
家
か

t
張
す
る
一
―
―
―
•
•
町
余
に
近

f
反
別
一
人
別
転
」
の
六
九
町
余
と
の
相
違
の
理
由
は
必
ず
し

も
明
ら
か
に
は
で
き
な
い
か
、
第

21表
を
見
て
み
る
と
、
高
太

い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
、
「
旧
藩
仕
組
加
地

家
の

L
地
集
槙
は
最
低
で
も
九
五
町
余
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

で
あ
っ
た
か
、
第

19.20表
の
通
り
、
明
冶
七
年
段
階
て
、
地

小
宮
睦
之
氏
に
よ
る

t
地
占
券
状
の
集
叶
に
よ
る
と
九
五
町
余

十
か

t
張
す
る
加
地
了
地
を
示
す
「
加
地

f
反
別
持
主
書
上

(81) 
帳
」
で
は
一
二
三
町
余
、
地
主
・
小
作
双
方
凋
印
の
卜
県
庁
か

認
定
し
た
加
地
子
地
を
小
す
「
旧
藩
仕
組
加
地

f
反
別
一
人
別

輯
」
で
は
六
九
町
余
と
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
る
。

こ
の
相
違
は
何
に
由
来
す
る
の
て
あ
ろ
う
か
。
十
地
ぶ
券
状

の
場
合
は
散
逸
か
考
え
ら
れ
る
の
で
、
大
保
卜
1

一
年
段
階
の

I
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幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

対
す
る
「
均
田
制
」
施
行
地
の
割
合
は
、
最
低
に
見
積
も
っ
て
も
十
％
強
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
実
際
の
施
行
地
域
は
こ
の
数
字
を
上
回
る
と

思
わ
れ
る
し
、
ま
た
、
年
々
否
・
無
米
等
の
荒
地
を
控
除
し
た
蔵
入
地
の
実
収
面
積
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
割
合
は
さ
ら
に
高
く
な
る
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
旧
藩
仕
組
加
地
子
反
別
一
人
別
帳
」
の
数
字
は
若
干
の
検
討
を
要
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
少
な
く
と
も

第21表 高太郎村における弥富•井手家所持加地子地

＼ 小作人名 加地子地 備 考

畝

中村忠蔵 30. 2 

城島広吉 59. 21 

’’ 和十 56. 1 

古回
吉岡半蔵 40. 27 

百崎栄七 28. 12 

中村善蔵 20. 29 

石丸兵蔵 27. 15 

向井之奥 42. 19 

米倉市右衛門 10. 18 
太 福田安蔵 90. 10 

小 計 407. 4 

古賀吉平 29. 23 買入地、元伊三郎6（朱）
宮副清右衛門 8.5. 18 ’’ 、元平三郎5三作6
石井常助 28. 27 ’’ 、元平三5郎
城島栄作 30. 13 II 、元平作5
深堀文治 4. 11 ’’ 、元虎之助5
内川熊三 112. 0 ’’ 、元平三郎・兵助5
立川政十 38. 20 ’’ 、元平三5
坂本半三 3. 20 

村 木塚虎右衛門 52. 21 II 、元兵助•平三5

小 計 396. 4 此地所兵助•平三ヨリ買求、証

書等も所持罷在候二付、弥富元

右衛門•井手善兵衛持地トハ証

印不仕候事

あ
る
の
で
、
蔵
入
地
全
体
に

〔註〕

＜、

一
万
九
―

1
0町
余
で

「旧藩仕組加地子反別一人別帳］より作成。

は
、
第

22表
に
示
さ
れ
る
如

町
余
）
と
考
え
ら
れ
る
。

れ
に
対
し
て
、
天
保
十
三
年

段
階
の
蔵
入
地
田
畠
の
面
積

ァ

J

0
二
八
町
余
（
内
大
配
分
五
七

頼
で
き
る
数
字
は
、
「
加
地

子
田
畑
一
人
別
帳
寄
」
の
二

重
要
な
問
題
点
と
な
っ
て
い

(90) 
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
信

と
こ
ろ
で
、
「
均
田
制
」
の

の
政
策
の
評
価
と
関
連
し
て

施
行
範
囲
に
関
し
て
は
、
こ

で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い

(89) 

こ
と
に
な
る
。
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第22表 蔵入地田畠面積及び地米高

＼ 面 積 地米高 実収面積 実収高

田 方 15,270町 126,578石 ※(7, 148)町 90,210石

屋敷方 654 4,209 576 3,822 

島畠方 2,839 9,771 1,603 6,818 

畔茶園其外 345 604 239 371 

計 19,110 141,163 9,566 101,221 

〔註〕 「諸控」天保十三年寅八月、より作成。但し、町・石未満切
捨。 ※記載がないので、他の三廉と同じ要領で算出した。

昌
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
は
、
「
均
田
制
」
は
藩
政
改
革
の
中

で
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
特
に
、
ど
の
よ
う
な
経
過
で
「
均
田
制
」
と
い

う
政
策
が
立
案
さ
れ
実
行
に
移
さ
れ
て
行
く
の
か
と
い
っ
た
基
本
的
な
検
討
が
全
く
と
言
っ

て
良
い
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
「
旧
藩
仕
組
加
地
子
反
別
一
人
別
銀
」
の
詳
細
な

分
析
に
よ
っ
て
、
従
来
の
法
令
中
心
の
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
芝
原
氏
で
さ
え
も
、
天

保
十
三
年
の
改
革
派
更
迭
に
伴
な
う
永
山
十
兵
衛
の
藩
政
中
枢
部
へ
の
進
出
が
「
均
田
制
」

の
実
施
を
可
能
に
し
た
、
と
い
う
根
拠
の
な
い
推
測
が
こ
れ
に
替
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

(91) 
る
。
実
際
に
は
、
「
均
田
制
」
に
至
る
農
政
遂
行
の
背
景
に
は
、
既
述
の
通
り
、
請
役
所
—
在

住
代
官
ラ
イ
ン
ヘ
の
農
政
機
構
統
一
1
1
在
住
代
官
体
制
の
整
備
・
強
化
と
い
う
事
実
が
存
在

し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
有
能
な
人
材
を
配
し
、
実
際
に
農
村
に
居
住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

の
事
情
に
精
通
し
た
在
住
代
官
に
よ
っ
て
、
「
均
田
制
」
に
至
る
農
村
政
策
が
立
案
・
実
行
さ

れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
抜
き
に
し
て
は
、
何
故
佐
賀
藩
に
お
い
て
「
均
田
制
」

に
代
表
さ
れ
る
強
力
な
農
村
政
策
が
生
み
出
さ
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
の
答
え
は
出
せ
な
い

と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
従
来
の
よ
う
な
幕
末
佐
賀
藩
農
政
1
1

「
均
田
制
」
と
い
っ
た
短
絡

的
な
と
ら
え
か
た
で
は
な
く
、
配
分
地
を
も
含
め
た
全
藩
規
模
で
の
統
一
的
農
政
の
展
開
等

の
問
題
も
含
め
て
、
幕
末
期
農
政
の
経
過
の
中
で
「
均
田
制
」
を
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
思

た
と
言
っ
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
均
田
制
」
に
よ
っ
て
蔵
入
地
の
十
％
強
に
及
ぶ
地
域
に
存
在
し
て
い
た
地
主
・
小
作
関
係

が
解
消
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
の
政
策
は
一
応
の
成
功
を
納
め

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調
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幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(2) 

【
註
】
(l) 

先
述
の
通
り
、
「
上
支
配
・
分
給
令
」
の
全
蔵
入
地
へ
の
実
施
は
、
幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
が
目
指
し
た
、
均
田
・
限
田
・
農
鹿
分

離
に
よ
る
郷
村
復
興
1
1
藩
財
政
運
営
の
基
本
と
な
る
蔵
人
物
成
の
安
定
的
確
保
の
た
め
の
本
百
姓
体
制
の
再
編
を
一
応
達
成
さ
せ
た
。
弘

化
期
以
降
、
佐
賀
藩
は
洋
式
を
中
心
と
す
る
軍
制
改
革
を
積
極
的
に
進
め
て
行
き
、
そ
の
財
源
を
捻
出
す
る
た
め
に
、
種
々
の
専
売
制
・

(92) 

利
殖
活
動
を
進
め
、
蔵
方
と
は
別
途
会
計
の
掛
硯
方
財
政
を
強
化
し
て
行
く
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
蔵
方
財
政
は
よ
り
緊
縮
化
を
要

請
さ
れ
、
そ
の
財
政
基
盤
た
る
収
納
地
を
削
減
さ
れ
て
行
く
（
第
20表
参
照
）
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
藩
財
政
の
経
常
支
出
を
賄
う
た
め

に
は
、
本
年
貢
収
入
の
安
定
的
確
保
は
必
要
不
可
欠
の
条
件
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
均
田
制
」
を
中
心
と
す
る
農
政
改

革
は
、
幕
末
藩
政
改
革
の
―
つ
の
大
き
な
支
柱
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
農
政
改
革
に
お
い
て
み
ら
れ
た
、
郡
方
体
制
の
否
定
・
大
配

分
へ
の
介
入
（
地
方
知
行
制
改
革
）
は
、
領
内
割
拠
体
制
克
服
の
足
掛
り
と
な
っ
て
、
諸
改
革
を
領
内
全
般
に
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
前
提
と

な
り
、
こ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
領
内
の
統
合
は
、
維
新
変
革
を
迎
え
る
に
当
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
る
C

小
野
武
夫
『
旧
佐
賀
藩
の
均
田
制
度
』
、
土
屋
喬
雄
『
近
世
日
本
農
村
経
済
史
論
』
、
井
上
清
『
日
本
現
代
史
I

明
治
維
新
』
、
後
藤
靖
「
幕
政

改
革
ー
と
く
に
天
保
改
革
に
つ
い
て
ー
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
一
七
六
号
）
、
芝
原
拓
自
「
肥
前
藩
に
お
け
る
幕
末
蘊
政
改
革
の
基
調
」
（
『
歴
史
学

研
究
』
ニ
―
二
三
号
）
・
同
『
明
治
維
新
の
権
力
基
盤
」
等
。

木
原
溝
幸
「
佐
賀
藩
の
天
保
改
革
」
（
『
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
一

1=10)
・
同
「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
肥
前
佐
賀
藩
」
（
『
明
治

維
新
と
九
州
』
所
収
）
等
。

小
宮
睦
之
「
佐
賀
藩
川
副
下
郷
に
お
け
る
商
人
地
主
の
台
頭
に
つ
い
て
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
四
号
）
。

前
掲
『
明
治
維
新
の
権
力
基
盤
』
。

山
田
龍
雄
「
佐
賀
藩
『
均
田
制
』
に
関
す
る
覚
書
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
八
・
九
号
）
。

「
広
渡
手
控
抄
録
」
。
以
下
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
「
鍋
島
文
庫
」
所
収
の
史
料
で
あ
る
。
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(17) 

(18) 

(19) 
(20) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 

(11) 

(8) 

(9) 

(10) 

(7) 
年
次
•
著
者
と
も
に
不
明
で
あ
る
か
、
内
容
か
ら
し
て
文
政
末
・
天
保
初
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
ま
た
、
書
中
に
上
佐
嘉
代
官
所
管
内
を
例
に

と
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
代
官

rfr関
係
者
の
筆
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
御
意
請
」
天
保
八
年
。

「
請
御
意
」
天
保
九
年
。

佐
賀
藩
で
は
、
御
側
・
外
様
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
一
般
藩
政
を
司
る
役
職
を
外
様
と
称
し
て
い
た
い
}
ま
た
、
財
政
上
に
お
い
て
も
、
御

側
収
納
米
・
小
物
成
を
財
源
と
す
る
御
側
1
1
掛
硯
方
財
政
と
蔵
人
物
成
を
財
源
と
す
る
外
様
ー
蔵
方
財
政
は
別
途
会
計
で
明
確
に
区
別
さ
れ
、

他
藩
に
比
へ
御
側
の
力
か
強
い
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
た
。

犬
保
八
年
「
御
意
請
」
の
品
載
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
前
略
）
御
政
雑
其
外
役
S
、
只
今
之
通
相
離
居
、
手
A

こ
取
計
候
通
二
而
者
、
御
趣
意
連
続
不
致
、
御
費
も
不
少
候
得
者
、
大
本
者
一
役
所
-
―
被

相
寄
、
配
下
之
役

v者
一
筋

5
逍
ー
一
差
図
を
受
候
様
有
之
候
半
者
、
諸
事
共
迅
速
ぷ

m届
御
用
弁
者
勿
論
御
入
費
も
相
減
可
申
候
、
（
以
下
略
）

さ
ら
に
、
後
に
見
る
原
五
郎
左
衛
門
の
「
郷
内
仕
与
書
」
に
も
、
「
一
時
一
事
之
弊
を
救
候
た
め
御
内
・
外
役
数
相
嵩
、
一
役
く
く

5
端
く
江
栄

出
諸
手
当
有
之
処

5
法
令
多
端
ー
一
相
成
、
御
規
則
御
改
正
之
筋
、

F
<
ハ
勿
論
、
役
く
と
候
而
も
不
仮
記
様
相
成
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
佐
賀
藩

の
藩
政
機
構
は
、
本
来
こ
れ
を
総
監
す
る
立
場
の
請
役
（
家
老
）
の
下
に
は
、
必
ず
し
も
統
轄
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
御
意
請
」
天
保
八
年
。

「
御
側
外
様
諸
役
調
子
」
。

「
直
正
公
御
仕
譜
地
取
」
（
以
下
、
「
地
取
」
と
略
記
す
）
巻
三
大
保
八
年
七
月
|
九
日
条
。

「
請
御
意
」
天
保
九
年
。

「
今
般
御
改
正
江
＿
付
代
官
人
数
増
目
付
御
省
達
其
外
控
」
天
保
九
年
九
月
田
代
通
英
存
（
田
代
は
、
郷
晋
請
役
・
蔵
方
附
役
•
藤
沖
代
宜
等
を

歴
任
し
、
「
無
比
類
勤
功
」
の
人
と
称
え
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
以
上
、
「
諸
控
」
に
よ
る
。
）
、
白
石
鍋
晶
家
「
天
保
九
戌
年
中
H
記」。

「
天
保
几
戌
年
中
日
記
」
。

「
〔
請
御
意
〕
」
天
保
十
年
御
仕
糾
所
。

「
今
般
御
仕
組
二
付
ぶ
中
上
相
成
候
吟
味
言
其
外
拍
」
御
年
寄
手
許
（
以
下
、
「
吟
味
書
」
と
略
記
す
）
。

木
原
氏
は
、
こ
の
条
の
一
部
分
を
引
用
し
、
「
代
官
層
の
一
人
で
あ
る
原
五
郎
左
衛
門
は
、
農
民
救
済
に
つ
い
て
は
、
（
中
略
）
加
地

f
を
行
定
す

る
立
場
か
ら
の
救
済
策
で
あ
り
、
加
地
子
猶
予
令
を
出
し
た
藩
政
担
当
者
と
は
若
干
異
っ
て
い
る
よ
う
て
あ
る
」
（
前
掲
「
佐
賀
藩
の
天
保
改
革
」

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調
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幕
未
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

＾ 29 (27) 
(28) 

(25) 
(26) 

(23) 
(24) 

(22) 
(21) 

―
二
三
貞
）
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
く
、
「
零
落
之
百
姓
田
地
を
金
下
二
相
成
、
利
米
・
加
地
子
米
等
指
出
候
も
の
八
、

田
居
付
拝
借
な
と
被
差
出
候
血
も
終
孟
諏
立
候
期
不
相
見
、
（
中
略
）
大
一
体
6
運
相
付
候
半
而
ハ
捌
相
付
兼
」
（
「
吟
味
書
」
）
と
、
そ
の
根
本
的
解

決
を
こ
そ
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
も
、
木
原
氏
は
、
「
米
売
買
之
商
人
・
酒
屋
・
質
屋
・
油
屋
等
者
、
郷
村
盛
衰
二
相
掛
候
条
、
猶
又
巨
細
―
―
仕
組
被
相
建
度
事
」

と
い
う
部
分
の
み
を
引
用
し
て
、
「
農
商
分
離
に
際
し
て
当
時
農
民
の
日
常
生
活
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
営
業
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度

詔
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
在
住
代
官
層
の
見
解
は
藩
庁
の
厳
し
い
態
度
と
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
」
（
前
掲
「
佐
賀
藩
の
犬

保
改
革
」
―
一
六
頁
）
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
文
脈
に
そ
っ
て
素
直
に
読
む
な
ら
ば
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

原
五
郎
左
衛
門
は
、
「
原
は
前
年
代
官
に
登
庸
せ
ら
れ
た
る
書
生
の
一
人
に
て
、
農
事
の
奨
励
に
治
積
あ
り
て
政
府
に
任
用
せ
ら
れ
し
が
、
事
功

を
好
み
て
奇
智
あ
り
、
民
間
の
事
業
を
起
す
に
好
適
任
た
り
し
を
以
て
、
公
は
後
ま
で
渠
を
代
官
の
オ
と
称
せ
ら
れ
た
り
こ
（
『
鍋
監
直
正
公
伝
』

第
三
篇
九
四
頁
）
と
―
―
110

わ
れ
て
い
る
。

「
地
取
」
巻
四
天
保
十
三
年
―
＿
一
月
二
十
五
日
条
。

正
確
に
は
、
「
皿
山
代
官
・
有
田
皿
山
在
住
代
官
、
渚
又
伊
万
里
惣
心
遺
兼
帯
」
（
「
〔
請
御
意
〕
」
天
保
十
年
）
で
あ
る
。
こ
の
記
載
に
よ
り
、
同

し
く
皿
山
代
官
と
呼
ば
れ
て
も
、
藩
政
初
期
か
ら
存
在
し
た
皿
山
代
官
と
寛
政
期
に
設
け
ら
れ
た
有
田
皿
山
在
住
代
官
と
は
、
実
際
に
は
区
別
す

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
吟
味
書
」
。

「
請
役
所
諸
達
峨
写
」
天
保
拾
三
年
哀
六
月
卜
五
日

5

田
代
通
英
識
、
及
び
「
請
御
意
」
天
保
十
三
年
〔
但
し
、
「
野
中
家
文
書
」
（
野
中
万

太
郎
氏
所
蔵
）
所
収
の
抜
粋
本
に
よ
る
〕
。

藤
野
保
編
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
本
編
第
二
土
早
第
三
節
参
照
。

郷
村
再
興
銀
米
は
、
嘉
永
二
年
ま
で
支
出
さ
れ
た
こ
と
か
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
翌
年
十
月
、
「
9

取
早
代
官
／
＼
＿
一
而
ハ
三
千
石
餘
も
囲
も
出
来
」

た
こ
と
か
ら
、
「
長
崎
御
備
増
ガ
ニ
御
取
用
」
と
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
但
し
、
代
官
層
の
反
対
に
よ
っ
て
、

代
官
所
に
は
別
に
三
万
両
が
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以

L‘

「
手
控
」
に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
「
手
控
」
は
、
天
保
元
年
以
降
御
年
寄
と

し
て
つ
ね
に
藩
主
直
正
の
側
に
あ
り
、
改
革
派
の
中
心
人
物
の
一
人
て
も
あ
っ
た
鍋
島
市
佑
保
修
（
夏
誤
）
の
日
品
で
あ
る
。
よ
く
引
用
さ
れ
る

「
鍋
島
夏
雲
日
記
」
は
、
こ
の
「
手
控
」
を
明
治
以
降
に
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
に
一
邪
分
し
か
現
存
し
な
い
。

「
請
役
所
諸
達
帳
行
」
。
こ
の
資
金
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
ぱ
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
地
取
」
の
嘉
｀
水
四
年
―
二
月
ご
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幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

（

干

拓

）

（

蕩

札

）

十
一
日
条
に
、
「
別
段
据
方
之
儀
、
（
中
略
）
代
官
所
御
再
輿
金

5
四
千
両
胴
金
相
備
、
右
丈
之
米
筈
被
差
出
、
当
年
柄
津
民
御
救
助
労
御
取
懸
相

成
、
当
築
立
一
順
代
官
主
と
成
り
取
計
候
様
」
と
あ
り
、
単
に
御
救
と
し
て
郷
村
に
支
出
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
種
々
の
仕
組
が
行
な
わ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
談
話
筆
記
」
に
は
、
「
代
官
所
ニ
モ
役
内
銀
ア
リ
、
其
用
途
ノ
盾
ナ
ル
者
ヲ
イ
ハ
ヽ
、
誓
ヘ
ハ
新
米
出
来
立
ノ
時
二
於
テ
、

商
人
共
償
ヲ
賤
ク
シ
テ
之
ヲ
買
取
ン
ト
ス
ル
片
ハ
、
代
官
所
ヨ
リ
時
債
二
照
シ
テ
瑕
に
之
ヲ
買
ヒ
、
米
ハ
猶
百
性
二
預
ケ
償
キ
高
償
ヲ
待
テ
之
ヲ

賣
彿
ヒ
、
其
益
金
ノ
内
代
官
所
ニ
テ
ハ
、
僅
少
ノ
金
利
ヲ
収
メ
、
餘
ハ
皆
百
性
二
典
フ
、
又
農
馬
農
具
買
人
其
外
農
業
二
関
ス
ル

7
ノ
費
用
二
付

曲
、
管
内
ノ
百
姓
ヨ
リ
御
取
替
願
ヲ
為
ス
時
ハ
、
極
メ
テ
低
利
ヲ
以
テ
此
役
内
銀
ノ
内
ョ
リ
貸
付
ル
等
ナ
リ
」
と
あ
る
。

(30)

「
加
地
子
書
類
」
。

(31)

「
吟
味
書
」
所
収
の
上
申
書
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
天
保
＋
―
二
年
）

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

一
郷
内
御
再
輿
―
—
付
、
去
ル
寅
年
不
少
御
手
当
金
を
も
被
差
出
候
付
、
代
官
中
存
寄
之
次
第
於
御
仕
与
所
御
讃
談
相
成
、
同
年
6

向
亥
ノ
年
迄

加
地
子
米
之
儀
致
平
談
候
通
相
成
居
候
、
（
以
下
略
）

(32)

史
料
上
は
、
こ
の
よ
う
な
文
言
は
な
い
が
、
便
宜
上
こ
う
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

(33)

「
加
地
子
書
類
」
。

(34)

「
請
役
所
諸
達
板
写
」
。
な
お
、
小
城
鍋
島
家
「
諸
達
帳
」
十
一
（
九
州
文
化
史
研
究
施
設
所
蔵
写
本
）
、
及
び
坊
所
鍋
島
家
「
眼
日
記
」
所
収
の

も
の
は
、
共
に
ニ
一
ヶ
条
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
史
料
上
こ
の
よ
う
な
文
言
は
な
い
が
、
便
宜
上
こ
う
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

(35)

「
請
役
所
諸
達
帳
写
」
。

(36)(37)

「
諸
控
」
天
保
十
四
年
田
代
識
。

(38)

「
諸
達
帳
」
＋
一
。

(39)

該
当
部
分
の
記
載
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
住
居
之
村
里

5
懸
ヶ
隔
り
、
自
作
難
叶
場
所
iI
田
畑
買
取
所
持
罷
在
候
も
の
ハ
、
地
元
相
当
之
直
段
を
以
、
元
主
又
ハ
，
取
前
百
姓
作
方
望
之

も
の
江
、
漸
く
売
捌
可
申
候
、
尤
右
売
捌
迄
之
義
者
、
上
ヶ
米
軽
相
定
候
様

江
[JL

渡
之
田
畑
、
買
主
作
方
罷
在
候
者
者
、
買
戻
不
相
叶
候
、
尤
年
限
を
以
買
戻
之
約
定
有
之
候
向
者
、
約
定
之
通
相
整
候
様

一
質
地
之
田
畑
、
年
限
切
レ
後
拾
ヶ
年
之
内
者
、
元
地
主

5
買
戻
及
相
談
候
節
ハ
、
元
銀
米
二
而
相
渡
候
様
、
尤
取
主
作
方
中
否
開
段
下
等
二
而

人
費
之
銀
米
有
之
丈
を
、
利
無
―
；
仁
冗
銀
米
二
取
加
、
互
二
勘
弁
を
以
取
引
相
整
候
様

附
、
質
地
年
限
切
レ
之
田
畑
買
戻
、
下
渡
脇
方
江
質
人
且
作
方
等
相
頼
候
儀
、
決
而
不
相
叶
候
、
自
然
無
拠
又
く
自
作
難
叶
節
者
、
｛
取
前
之
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幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

(47) 
(48) 
(49) 
(50) 

(41) 

(42) 
(43) 
(44) 
(45) 
(46) 

(40) 

取
主
江
元
銀
米
高
を
以
遂
相
談
候
様

g
'二〕
一
売
渡
井
質
之
田
畑
者
、
取
主
5
作
方
相
整
候
儀
無
之
、
打
追
元
地
主
作
来
り
、
利
米
之
楯
―

2’
年
く
上
ヶ
米
差
出
来
候
節
ハ
、
以
来
上
ヶ
米
差

捨
、
元
銀
米
拾
ヶ
年
賦
―
;
，
買
戻
相
整
候
様
、
尤
右
年
賦
之
銀
米
返
弁
不
埒
無
之
様
、
一
類
・
組
合

5
手
形
を
以
堅
申
極
手
/
有
之
候
様

1

附
、
町
在
家
屋
敷
之
儀
も
、
本
条
同
断

〔＋〕
一
売
渡
lt
質
之
田
畑
、
取
主
6
作
方
相
整
候
儀
無
之
、
当
時
元
地
主
ー
ー
も
作
方
不
罷
在
、
取
主

5
脇
く
江
為
作
置
候
田
畑
之
儀
、
元
地
主

6
元
銀

米
＿
一
而
買
戻
及
相
談
候
ハ
A

、
無
呉
儀
相
渡
候
様

附
、
元
主
買
戻
之
目
論
見
不
相
付
候
を
、
其
村
之
百
姓

5
右
地
面
作
方
之
望
有
之
、
及
相
談
候
ハ
ヽ
、
取
主
り
元
地
主
熟
談
之
上
、
元
銀

米
品
売
捌
可
申
候
、
尤
右
売
捌
迄
之
義
者
、
上
米
軽
相
定
候
様

[t五
]
―
町
在
家
屋
敷
片
地
面
之
儀
、
以
来
御
私
領
外
江
売
渡
・
質
入
井
引
当
＿
一
而
も
差
出
候
儀
、
可
為
停
止
候

附
、
御
私
領
内
た
り
共
懸
隔
候
筋
江
者
、
本
文
同
断
相
心
得
候
様

須
古
領
と
い
う
明
ホ
は
な
い
が
、
「
当
時
御
当
役
御
勤
中
ー
ー
付
而
ハ
他
之
見
鑑
と
も
相
成
候
様
」
と
あ
り
、
天
保
六
年
か
ら
安
政
六
年
ま
で
当
役

（
請
役
）
は
須
古
領
主
鍋
島
安
房
が
勤
め
て
い
る
の
で
（
「
御
親
類
御
家
老
諸
役
」
）
、
須
古
領
の
も
の
と
断
定
し
た
。

多
久
家
「
役
所
日
記
」
天
保
十
三
年
（
多
久
市
立
図
書
館
所
蔵
「
多
久
家
史
料
」
所
収
）
。

「
談
話
筆
記
」
。

納
富
鍋
島
家
「
日
記
」
天
保
十
三
年
。

木
原
氏
の
場
合
、
こ
の
政
策
に
対
す
る
評
価
は
か
な
り
低
い
（
前
掲
「
佐
賀
藩
の
天
保
改
革
」
―
二

0
頁）。

「
吟
味
書
」
。

「
私
記
」
池
田
利
睦
。
な
お
、
こ
の
「
私
記
」
は
、
天
保
十
三
年
＋
月
、
着
座
に
取
り
立
て
ら
れ
て
請
役
相
談
役
（
参
政
）
に
任
じ
ら
れ
、
改
革

派
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
た
池
田
半
九
郎
利
睦
の
日
記
で
あ
る
。
但
し
、
原
本
は
現
存
せ
ず
、
こ
こ
で
は
「
鍋
島
文
庫
」
所
収
の
抜
粋
本
を

利
用
し
た
。

「
地
取
」
巻
五
弘
化
四
年
五
月
六
日
条
。

『
蓮
池
藩
日
誌
』
五
五
四
•
五
五
六
頁
。

「
手
控
」
、
「
地
取
」
巻
七
゜

「
手
控
」
。
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「
加
地
子
書
類
」
。

「
諸
控
（
丙
）
」
田
代
存
。

「
地
取
」
巻
七
嘉
永
五
年
七
月
十
八
日
条
。

「
私
記
」
。

坂
部
に
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
池
田
半
九
郎
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
次
の
通
り
て
あ
る
。

↓
皿
山
代
官
坂
部
与
右
衛
門
儀
、
当
節
加
地
子
一
件
二
付
而
ハ
大
切
之
巾
柄
二
付
、
右
之
筋
吟
味
相
成
度
、
被
存
候
次
第
ハ
御
仕
紺
所
罷
出
被
申

（

講

北

咀

或

夕

）

（

池

田

半

九

郎

）

達
候
様
有
之
度
、
御
当
役
安
房
殴

5
ゆ
汰
角
之
、
同
役
中
ー
一
も
同
意
＿
一
付
、
サ
右
衛
門
け
右
之
段
拙
者
5
相
達
候
事
（
「
私
記
」
）

(56)

「
諸
御
達
写
帳
」
嘉
永
五
年
〔
「
前
田
家
文
書
」
（
前
田
ヒ
テ
氏
所
蔵
）
〕
。

(57)

「
加
地
子
書
類
」
。
史
料
上
は
、
こ
の
よ
う
な
文
言
は
な
い
が
、
便
宣
上
こ
う
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

(58)

「
鍋
島
夏
雲
日
記
」
。

(59)
『
鍋
島
直
正
公
伝
」
第
二
篇
九
一
頁
。

(60)

「
〔
請
御
意
〕
」
天
保
十
年
。

(61)

「
私
記
」
。

(62)(63)
（64)

「
加
地
子
書
類
」
。

(65)(66)

前
掲
『
旧
佐
賀
藩
の
均
田
制
度
』
―
―
―
―
-
．
一
三
二
頁
‘
―
―
―
-
=
-
＼
一
五
頁
。

(67)

佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
「
明
治
行
政
資
料
」
所
収
。

(68)

＂
則
掲
『
旧
佐
賀
藩
の
均
田
制
度
』
―
―
二
四
頁
。

(69)

八
谷
据
の
場
合
、
銀
十
四
貫
目
に
も
及
ぶ
と
見
積
も
ら
れ
た
人
具
銀
を
調
達
す
る
た
め
、
永
代
地
主
・
七
ヶ
年
無
米
・
点
役
免
除
等
を
条
件
に
、

十
四
口
(
―
-
＋
人
）
の
銀
主
を
勧
誘
し
、
彼
ら
に
普
請
を
請
け
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
「
伊
万
里
市
史
続
編
」

八
九
＼
一

0
七
頁
）
。

従
っ
て
、
「
上
支
配
・
分
給
令
」
の
免
除
を
受
け
た
者
は
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
由
緒
を
持
つ
新
田
地
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

木
原
氏
前
掲
「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
肥
前
佐
賀
藩
」
一
五
四
頁
、
山
田
氏
前
掲
「
佐
賀
藩
『
均
田
制
』
に
関
す
る
覚
書
」
八
―

-
1八
五
頁
、

両
氏
は
共
に
譲
歩
と
み
て
い
る
。

(70) 

(51) 

(52) 
(53) 

(54) 

(55) 
俵
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
甚
調
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幕
未
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
基
調

(71)

「
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
」
寛
政
十
年
十
二
月
二
十
五
日
条
、
同
十
二
年
六
月
二
十
二
日
条
。

(72)

「
斉
直
公
譜
地
」
四
文
化
二
年
六
月
二
十
四
日
条
。

(73)(74)
（
75)

「
請
御
意
御
聞
届
諸
役
相
達
全
」
天
保
十
―
一
年
御
仕
組
所
。

(76)

諫
早
家
「
日
記
」
天
保
九
年
（
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
「
諫
早
文
庫
」
所
収
）
。

(77)

「
談
話
箪
記
」
。

(78)

諫
早
家
「
日
記
」
天
保
卜
三
年
。

(79)

大
庄
屋
に
は
、
蔵
人
地
に
お
か
れ
た
蔵
入
大
庄
屋
と
配
分
地
（
知
行
地
）
に
お
か
れ
た
配
分
大
庄
屋
が
あ
っ
た
。
こ
の
内
、
蔵
人
大
庄
岸
は
寛
政

末
の
改
革
に
よ
っ
て
境
目
筋
以
外
は
整
理
さ
れ
、
そ
の
権
限
も
大
き
く
削
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
配
分
大
庄
屋
（
特
に
大
配
分
）
の
場
合
は
あ

ま
り

f
が
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
庄
屋
人
数
の
変
化
に
も
反
影
し
て
お
り
、
改
革
前
五
―
一
人
（
蔵
人
二
九
人
・
配

分
二
三
人
）
で
あ
っ
た
の
が
、
天
保
期
に
は
三
二
人
（
蔵
人
十
二
人
・
配
分
二

0
人
）
と
、
配
分
大
庄
屋
は
一
．
人
の
減
少
に
留
ま
っ
て
い
る
（
「
諸

控
（
乙
）
」
田
代
存
）
。

諫
早
家
「
日
記
」
天
保
＋
＝
年
。

「
私
記
」
。

「
私
記
」
、
『
蓮
池
藩
日
誌
』
五
五
ニ
・
五
五
四
頁
。

「
手
控
」
。

前
掲
『
明
治
維
新
の
権
力
基
盤
』
第
一
章
第
一
一
節
。

同
史
料
所
収
、
「
天
保
十
三
寅
年
仕
組
加
地
子
反
別
持
高
書
上
」
明
治
七
年
五
月
第
十
三
大
区
一
小
区
佐
賀
郡
早
津
江
津
地
主
中
（
「
明
治
行

政
資
料
」
）
に
よ
る
。

各
村
毎
の
「
旧
藩
仕
組
加
地
子
反
別
一
人
別
娠
」
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

加
地
子
地
の
調
令
要
綱
に
、
「
加
地
子
田
畑
之
内
、
仕
法
后
小
作
人
心
得
迄
て
ァ
転
売
シ
タ
ル
地
所
、
（
中
略
）
買
請
地
ノ
趣
強
テ
巾
脹
祉
書
類
所

持
之
モ
ノ
ハ
、
其
趣
意
一
筆
限
ノ
肩
江
朱
書
ヲ
以
記
載
」
〔
「
旧
佐
賀
藩
加
地
子
一
件
書
類
」
（
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
）
〕
と
あ
る
。

加
地
子
地
の
調
査
要
綱
に
、
天
保
十
三
年
段
階
で
年
季
中
で
あ
っ
た
質
地
の
う
ち
、
そ
の
後
の
地
主
・
小
作
人
の
ホ
談
で
解
決
し
た
分
は
加
地
子

地
と
は
し
な
い
旨
の
記
載
か
あ
る
（
「
旧
佐
賀
藩
加
地
子
一
件
書
類
」
）
。

前
掲
『
明
冶
維
新
の
権
力
基
盤
』
三
一
頁
等
。

(89) 
88 
ヽ

(86) 
(87) 

0
)
 

(
8
 
(81) 
(82) 
(83) 
(84) 

(85) 
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【
附
記
】
本
稿
は
、
一
九
八
三
年
度
に
九
州
大
学
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
を
加
筆
・
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
末
尾
な
が
ら
、
成
稿
に
あ
た
り
種
々
御

教
示
を
賜
っ
た
藤
野
保
先
生
に
、
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

(90) 
(91) 
(92) 
『
佐
賀
県
史
』
中
巻
三
三
ニ
ー
三
一
二
六
頁
。

前
掲
『
明
治
維
新
の
権
力
基
盤
』
五

0
頁。

拙
稿
「
幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
殖
産
興
業
政
策
の
展
開
」
（
『
九
州
史
学
』
八
一
号
）
参
照
。

幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
と
そ
の
某
調
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